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第
四
章

『
寒
山
詩
集
』
に
現
れ
た
性
三
品
説
―
―
人
間
本
性
の
不
平
等
か
ら
平
等
の
萌
芽
へ

第
一
節

『
寒
山
詩
集
』
に
現
れ
た
性
三
品
説

第
三
章
「
『
寒
山
詩
集
』
に
お
け
る
人
性
と
社
会
」、
第
一
節
「
序
説
」
に
お
い
て
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
作
者
寒
山
子
が
当
面

し
て
い
た
唐
代
初
期
の
人
間
本
性
に
つ
い
て
の
説
は
、
前
漢
初
期
の
『
淮
南
子
』
、『
韓
詩
外
伝
』
巻
五
、『
春
秋
繁
露
』
あ
た
り
か

ら
始
ま
り
、
梁
の
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
を
経
て
、
初
唐
に
成
っ
た
『
五
経
正
義
』
に
至
る
ま
で
の
間
、
お
お
む
ね
性
三
品
説
に
収
斂

お
う
が
ん

し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
章
に
お
い
て
解
明
し
て
き
た
、『
寒
山
詩
』
の
作
者
、
三
人
の
寒
山
子
は
、
狭
義
の
思
想
家
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
は
入
ら
ず
、
ま
し
て
唐
代
ま
で
人
間
の
「
性
」
に
つ
い
て
思
索
し
て
き
た
儒
教
の
思
想
家
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
あ
ら

ぬ
か
、『
寒
山
詩
集
』
中
に
は
、
人
間
と
い
う
存
在
の
平
等
・
不
平
等
、
仏
教
・
禅
宗
的
に
は
仏
性
や
如
来
蔵
な
ど
に
真
っ
正
面
か

ら
切
り
こ
ん
で
、
問
題
の
焦
点
で
あ
る
性
三
品
説
を
始
め
と
す
る
、「
性
」
に
つ
い
て
の
理
論
的
諸
課
題
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ

形
跡
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
と
は
言
う
も
の
の
、
十
分
な
自
己
意
識
を
経
な
い
ま
ま
偶
然
の
内
に
、
性
三
品
説
に
言
及
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
寒
山
子
の
十
分
な
反
省
を
く
ぐ
っ
た
思
考
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
か
え
っ
て
寒
山
子
の
思
考
の
一

面
の
真
実
を
赤
裸
々
に
表
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
同
時
に
ま
た
唐
と
い
う
時
代
の
性
三
品
説
の
率
直
な
表
現
で
あ

る
と
言
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
「
性
」
の
思
想
は
、
明
確
な
老
荘
思
想
・
道
教
や
仏
教
（
禅
宗
）
を
除
け
ば
、
（
た
と
え
ば
、
春
秋
末
期
～
前
漢
初
期

の
儒
教
な
ど
に
と
っ
て
）
諸
思
想
の
最
も
深
い
と
こ
ろ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
思
想
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
諸
思
想
の
構
造
の
中
で
、
極

め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
以
下
に
お
い
て
は
、
や
や
広
角
的
な
観
点
に
立
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
性
三
品
説
を
取
り
上
げ
て
検
討
し

た
い
と
思
う
。

『
寒
山
詩
集
』
の
一
四
一
「
下
愚
讀
我
詩
」
に
、

下
愚
讀
我
詩
、

下
愚
（
下
等
の
愚
か
者
が
）
我
が
詩
を
読
め
ば
（
私
の
詩
を
読
ん
だ
場
合
は
）、

か

ぐ

不
解
卻
嗤
誚
。

解
せ
ず
し
て
（
理
解
で
き
ず
）
却
っ
て
嗤
い
誚
む
（
逆
に
つ
ま
ら
ぬ
詩
と
あ
ざ
笑
う
）。

か
い

か
え

わ
ら

せ

中
庸
讀
我
詩
、

中

庸
（
中
等
の
人
物
が
）
我
が
詩
を
読
め
ば
（
私
の
詩
を
読
ん
だ
場
合
は
）、

ち
ゆ
う
よ
う

思
量
云
甚
要
。

思
量
し
て
（
よ
く
考
え
て
）
甚
だ
要
な
り
と
云
う
（
非
常
に
要
点
を
得
て
い
る
と
言
う
）。

上
賢
讀
我
詩
、

上

賢
（
上
等
の
賢
人
が
）
我
が
詩
を
読
め
ば
（
私
の
詩
を
読
ん
だ
場
合
は
）、

じ
よ
う
け
ん

把
著
滿
面
笑
。

把
著
し
て
（
詩
を
持
っ
た
ま
ま
）
満
面
に
笑
う
（
満
面
に
笑
み
を
た
た
え
て
喜
ぶ
）。

は
ち
や
く

ま
ん
め
ん

楊
脩
見
幼
婦
、

楊

脩
（
楊
脩
が
曹
操
に
従
っ
て
）
幼
婦
を
見
し
と
き
（
曹
娥
碑
の
「
幼
婦
」
を
見
た
時
）、

よ
う
し
ゆ
う

よ

う

ふ

そ

う

が

ひ

一
覽
便
知
妙
。

一
覧
し
て
（
楊
脩
は
一
目
で
二
字
が
）

便

ち

妙

と
知
れ
り
（
「
妙
」
の
字
だ
と
分
か
っ
た
）。

い
ち
ら
ん

す
な
わ

み
よ
う

と
あ
る
。
こ
れ
は
「
我
が
詩
を
読
む
」
三
種
類
の
人
─
─
下
愚
と
中

庸
と
上

賢
と
─
─
の
態
度
（
主
に
理
解
力
）
に
つ
い
て
、

か

ぐ

ち
ゆ
う
よ
う

じ
よ
う
け
ん

そ
れ
ら
の
間
の
相
異
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
詩
全
体
の
解
釈
、
と
り
わ
け
そ
の
態
度
（
主
に
理
解
力
）
が
三
種
類
の
「
下
愚
・
中
庸
・
上
賢
」
に
分
か
れ
る
人
間
類
型
の

理
解
を
、
古
注
本
の
釈
虎
円
『
首
書
』・
釈
交
易
『
管
解
』・
白
隠
『
闡
提
紀
聞
』
は
『
老
子
』
第
四
十
一
章
に
あ
る
と
見
な
し
た
。

そ
の
影
響
を
被
っ
た
た
め
に
、
近
代
・
現
代
の
日
本
に
お
け
る
本
詩
の
解
釈
は
、
は
な
は
だ
混
乱
し
た
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

『
老
子
』（
王
弼
本
）
第
四
十
一
章
に
は
、「
上
士
聞
道
、
勤
而
行
之
。
中
士
聞
道
、
若
存
若
亡
（
無
）。
下
士
聞
道
、
大
笑
之
。

不
笑
、
不
足
以
爲
道
。
」
（
上
士
は
道
を
聞
け
ば
、
勤
め
て
之
を
行
う
。
中
士
は
道
を
聞
け
ば
、
存
す
る
が
若
く
亡
（
無
）
き
が
若
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し
。
下
士
は
道
を
聞
け
ば
、
大
い
に
之
を
笑
う
。
笑
わ
ざ
れ
ば
、
以
て
道
と
爲
す
に
足
ら
ず
。
）
と
あ
る
が
、
釈
虎
円
『
首
書
』・

釈
交
易
『
管
解
』・
白
隠
『
闡
提
紀
聞
』
は
本
詩
は
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
と
唱
え
る
。
そ
の
影
響
下
、
明
治
時
代
以
降
の
解

釈
も
、
若
生
国
栄
『
寒
山
詩
講
義
』
、
講
義
（
一
五
二
ペ
ー
ジ
）、
釈
清
潭
『
寒
山
詩
新
釈
』、
新
釈
（
一
五
一
ペ
ー
ジ
）【
１
】、
太

田
悌
蔵
『
寒
山
詩
』、
脚
注
（
一
〇
八
ペ
ー
ジ
）、
延
原
大
川
『
平
訳

寒
山
詩
』、
註
（
一
〇
七
ペ
ー
ジ
）、
入
矢
義
高
『
寒
山
』、

注
（
一
九
五
ペ
ー
ジ
）
、
入
谷
仙
介
・
松
村
昴
『
寒
山
詩
』
、
注
（
二
〇
一
ペ
ー
ジ
）、
久
須
本
文
雄
『
寒
山
拾
得
〈
上
〉
』、
注
（
二

四
三
ペ
ー
ジ
）【
２
】
な
ど
が
、『
老
子
』
第
四
十
一
章
に
基
づ
く
と
か
、
共
通
・
類
似
す
る
と
か
唱
え
て
き
た
【
３
】。
し
か
し
、

こ
れ
は
誤
解
で
あ
る
。

第
一
に
、
『
老
子
』
の
「
道
」
の
議
論
の
相
手
は
「
士
」
の
階
層
で
あ
り
、
「
上
士
・
中
士
・
下
士
」
の
よ
う
に
「
士
」
だ
け
を

対
象
に
議
論
を
行
う
。『
老
子
』
第
四
十
一
章
の
後
半
部
分
は
、
老
子
と
っ
て
最
も
重
要
な
「
道
・
徳
」
の
内
容
を
、
以
下
の
よ
う

に
主
と
し
て
「
上
士
」
に
向
か
っ
て
議
論
し
て
い
る
。

故
建
言
有
之
、
「
明
道
若
昧
、
進
道
若
退
、
夷
道
若
纇
。
上
德
若
谷
、
大
白
若
辱
（
卷
）
、
廣
德
若
不
足
。
建
德
若
偸
、
質
眞

若
渝
、
大
方
無
隅
。
大
器
晩
成
、
大
音
希
聲
、
大
象
無
形
。」
道
隱
無
名
。
夫
唯
道
、
善
貸
且
成
。

故
に
建
言
に
之
有
り
、「
明
道
は
昧
き
が
若
く
、
進
道
は

退

く
が
若
く
、
夷
道
は
類
（
纇
）
の
若
し
。
上
徳
は
谷
の
若
く
、
大
白

け
ん
げ
ん

こ
れ

め
い
ど
う

く
ら

ご
と

し
ん
ど
う

し
り
ぞ

い

ど
う

る
い

た
い
は
く

は
辱
（
卷
）
れ
た
る
が
若
く
、
広
徳
は
足
ら
ざ
る
が
若
し
。
建
徳
は

偸

な
る
が
若
く
、
質
真
は
渝
わ
る
が
如
く
、
大
方
は
隅
無

け
が

こ
う
と
く

た

け
ん
と
く

か
り
そ
め

し
つ
し
ん

か

た
い
ほ
う

か
ど

な

し
。
大
器
は
晩
く
成
り
、
大
音
は
声

希

く
、
大

象
は
形
無
し
。」
と
。
道
は
隱
れ
て
名
無
し
。
夫
れ
唯
だ
道
は
、
善
く
貸
し

た
い

き

た
い
お
ん

か
そ
け

た
い
し
よ
う

か
く

そ

た

か

て
且
つ
成
す
。

か

文
章
は
極
め
て
難
解
で
あ
る
上
に
や
や
長
大
で
も
あ
り
【
４
】、
老
子
は
始
め
か
ら
「
下
士
」
や
「
庶
民
」
階
層
を
眼
中
に
置
い
て

い
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
。
そ
れ
に
引
き
替
え
、
本
詩
（
一
四
一
）
の
読
者
は
、
上
層
か
ら
下
層
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々

で
あ
り
、
作
者
寒
山
子
は
「
下
愚
・
中
庸
・
上
賢
」
の
よ
う
に
全
て
の
人
間
を
相
手
に
し
て
議
論
を
し
て
い
る
の
だ
。

第
二
に
、『
老
子
』
第
四
十
一
章
が
議
論
す
る
の
は
「
上
士
・
中
士
・
下
士
」
が
「
道
を
聞
く
」
、
そ
の
聞
き
方
で
あ
る
。
一
方
、

本
詩
が
詠
う
の
は
「
下
愚
・
中
庸
・
上
賢
」
が
「
我
が
詩
を
読
む
」、
そ
の
読
み
方
で
あ
る
。
両
者
の
取
り
扱
う
テ
ー
マ
は
截
然
と

し
て
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
無
理
な
話
で
あ
る
。

『
老
子
』
第
四
十
一
章
の
「
道
を
聞
く
」
は
、
通
行
諸
本
が
い
ず
れ
も
み
な
「
聞
道
」
に
作
り
、
老
子
な
ど
の
得
道
者
が
「
道
」

に
つ
い
て
語
る
の
を
「
上
士
・
中
士
・
下
士
」
が
「
聞
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
聞
道
」（
道
を
聞
く
）
と
い
う
言
葉
は
、『
老

子
』
全
体
と
し
て
も
こ
こ
以
外
に
は
現
れ
ず
、
希
な
表
現
で
あ
る
と
言
い
う
る
。
恐
ら
く
唯
一
の
例
外
は
、
馬
王
堆
帛
書
『
老
子
』

乙
本
第
四
十
八
章
に
「
聞
道
者
日
云
（
損
）
」（
道
を
聞
く
者
は
日
に
云
（
損
）
す
）
と
あ
る
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
馬
王
堆
『
老
子
』

そ
ん

乙
本
第
四
十
八
章
の
「
道
を
聞
く
」
に
相
当
す
る
部
分
は
、
馬
王
堆
帛
書
『
老
子
』
甲
本
は
残
欠
【
５
】、
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
乙

本
第
四
十
八
章
は
「
爲
道
」（
道
を
為
む
）」
に
作
る
【
６
】。
そ
れ
に
対
し
て
、
通
行
諸
本
（
王
弼
本
な
ど
）
第
四
十
八
章
は
ほ
と

お
さ

ん
ど
「
爲
道
」
（
道
を
為
む
）
に
作
る
の
で
、
第
四
十
八
章
の
「
道
を
聞
く
」
は
、
老
子
の
唱
え
る
「
道
を
為
む
」、
つ
ま
り
道
を

修
め
る
、
道
を
実
践
す
る
と
い
う
意
味
と
、
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。

思
う
に
、
本
詩
（
一
四
一
）
の
「
我
が
詩
を
読
む
」
は
、『
老
子
』
第
四
十
一
章
の
極
め
て
難
解
な
「
道
を
聞
く
」
と
同
定
す
る

こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
寒
山
子
の
「
詩
」
の
内
容
が
こ
の
「
道
」
な
の
だ
と
見
な
す
こ
と
も
乱
暴
な
議
論
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
今
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、
寒
山
詩
は
、
確
か
に
「
道
」
を
詠
う
こ
と
も
あ
る
に
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
関
心
・
内

容
は
あ
ち
こ
ち
さ
ま
ざ
ま
の
方
面
に
向
か
っ
て
お
り
、
一
点
（
た
と
え
ば
、『
老
子
』
の
「
道
」
だ
け
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
詩
（
一
四
一
）
の
「
我
が
詩
を
読
む
」
を
除
外
し
て
考
え
て
も
、
『
寒
山
詩
集
』
の
実
際
に
お
い
て
、
寒
山
子
が
自
分
の
詩
を
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論
ず
る
こ
と
が
、
好
ん
で
取
り
あ
げ
る
詩
作
の
テ
ー
マ
（
あ
る
い
は
ジ
ャ
ン
ル
）
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
〇
〇
一
「
凡
讀
我

詩
者
」
の「
凡
讀
我
詩
者
、
心
中
須
護
淨
。
」
（
凡
そ
我
が
詩
を
読
む
者
は
、
心
中

須

く
護
浄
す
べ
し
。）
の
よ
う
に
、
寒
山
詩
を
読

す
べ
か
ら

む
場
合
、
心
中
を
清
浄
に
保
つ
必
要
が
あ
る
と
か
、
一
八
七
「
客
難
寒
山
子
」
の
「
客
難
寒
山
子
、
君
詩
無
道
理
。
」（

客

寒
山
子

き
や
く
か
ん
ざ
ん
し

を
難
ず
る
に
、
君
の
詩
は
道
理
無
し
。）
の
よ
う
に
、
寒
山
詩
に
は
道
理
が
な
い
と
非
難
す
る
人
も
い
る
と
か
、
二
七
一
「
五
言
五

な
ん

き
み

ど

う

り

百
篇
」
の
「
若
能
會
我
詩
、
眞
是
如
來
母
。
」
（
若
し
能
く
我
が
詩
を
会
す
れ
ば
、

真

に
是
如
来
の
母
な
り
。
）
の
よ
う
に
、
も
し

も

え

ま
こ
と

こ
れ
に
よ
ら
い

寒
山
詩
を
理
解
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
真
に
般
若
の
智
慧
に
他
な
ら
な
い
と
か
、
二
八
八
「
有
箇
王
秀
才
」
の
「
有
箇
王
秀
才
、
笑

我
詩
多
失
。
」（
箇
り
の
王

秀

才
有
り
、
我
が
詩
に
失
多
き
を
笑
う
。
）
の
よ
う
に
、
王
秀
才
と
い
う
人
に
、
寒
山
詩
は
欠
点
が
多

ひ
と

お
う
し
ゆ
う
さ
い

し
つ

い
こ
と
を
笑
わ
れ
た
と
か
、
三
〇
五
「
有
人
笑
我
詩
」
の
「
有
人
笑
我
詩
、
我
詩
合
典
雅
。
」
（
人
有
り
我
が
詩
を
笑
う
も
、
我
が

詩
は
典
雅
に
合
す
。）
の
よ
う
に
、
あ
る
人
か
ら
寒
山
詩
が
古
典
の
趣
向
に
合
致
し
て
い
な
い
と
笑
わ
れ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な

て

ん

が

い
と
反
論
し
た
と
か
等
々
が
、
寒
山
子
が
好
ん
で
取
り
あ
げ
る
詩
作
の
テ
ー
マ
（
ジ
ャ
ン
ル
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
そ
も
そ
も
『
老
子
』
は
、
一
書
中
に
「
性
」
と
い
う
言
葉
を
一
度
た
り
と
も
使
用
し
て
い
な
い
し
、「
性
」
の
思
想
を

述
べ
た
こ
と
が
な
く
、
ま
し
て
性
三
品
説
な
ど
を
考
え
た
こ
と
す
ら
な
い
。
ま
た
「
上
士
・
中
士
・
下
士
」
と
は
言
っ
て
い
る
が

「
士
」
階
層
に
対
す
る
深
い
分
析
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

一
方
、
本
詩
（
一
四
一
）
の
「
下
愚
・
中
庸
・
上
賢
」
の
三
語
（
の
連
称
）
は
、
疑
い
も
な
く
性
三
品
説
の
専
門
用
語
で
あ
り
、

こ
れ
に
は
出
典
や
修
辞
の
指
摘
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
、
よ
り
大
き
な
問
題
が
孕
ま
れ
て
い
る
。「
下
愚
」
は
、
近
年
の
研
究
で

は
、
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』
、
久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
上
〉
』
、
及
び
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
が
指
摘
す
る
と
お
り
、『
論
語
』
陽
貨

篇
の
「
子
曰
、『
唯
上
知
與
下
愚
不
移
。
』
」
（
子
曰
わ
く
、「
唯
だ
上
知
と
下
愚
と
は
移
ら
ず
。」
と
。）
と
い
う
孔
子
の
言
葉
の
中
に

見
え
る
【
７
】。
し
か
し
な
が
ら
、「
上
知
・
中
庸
・
下
愚
」
と
い
う
セ
ッ
ト
・
フ
レ
ー
ズ
を
利
用
し
て
、『
論
語
』
中
の
文
句
を
性

三
品
説
を
権
威
づ
け
る
経
典
的
根
拠
と
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
春
秋
末
期
の
孔
子
に
関
す
る
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
の
歴
史
的
事
実

で
は
な
く
、
大
分
後
の
後
漢
時
代
に
始
ま
る
こ
と
で
あ
る
、
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
【
８
】。

「
中
庸
」
に
つ
い
て
は
、
入
矢
『
寒
山
』
は
「
賢
と
愚
の
中
く
ら
い
の
人
物
」
と
注
し
、
そ
の
後
の
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』、

久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
上
〉
』
も
ほ
ぼ
同
じ
【
９
】
。
そ
の
後
に
来
る
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
は
、
こ
れ
ら
よ
り
も
一
歩
前
進
し
た
こ

と
は
上
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
【
１
０
】
が
、
し
か
し
ま
だ
そ
の
性
三
品
説
的
な
含
意
を
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

た
と
え
ば
、
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
の
引
用
し
た
『
後
漢
書
』
楊
終
列
伝
に
、

上
智
與
下
愚
、
謂
之
不
移
。
中
庸
之
流
、
要
在
教
化
。（
上
智
と
下
愚
と
は
、
之
を
移
ら
ず
と
謂
う
。
中
庸
の
流
は
、
要
は
教

化
に
在
る
の
み
。）

と
あ
る
の
は
、
孤
立
し
た
用
例
で
は
な
い
。
王
符
『
潛
夫
論
』
徳
化
篇
に
、

聖
帝
明
王
、
皆
敦
德
化
而
薄
威
刑
。
德
者
所
以
修
己
也
、
威
者
所
以
治
人
也
。
上
智
與
下
愚
之
民
少
、
而
中
庸
之
民
多
。
中
民

之
生
世
也
、
猶
鑠
金
之
在
鑪
也
。
從
篤
〈
範
〉
變
化
、
惟
冶
所
爲
、
方
圓
薄
厚
、
隨
鎔
制
爾
。

聖
帝
・
明
王
は
、
皆
な
徳
化
を
敦
く
し
て
威
刑
を
薄
く
す
。
徳
な
る
者
は
己
を
修
む
る
所
以
な
り
、
威
な
る
者
は
人
を
治
む
る

所
以
な
り
。
上
智
と
下
愚
の
民
は
少
な
く
し
て
、
中
庸
の
民
は
多
し
。
中
民
の
世
に
生
ず
る
は
、
猶
お
金
を
鑠
す
こ
と
の

鑪

な

と
か

ひ
ど
こ

に
在
る
が
ご
と
き
な
り
。

篤

〈
範
〉
に
従
い
て
変
化
し
、
惟
だ
冶
の
為
す
所
の
ま
ま
に
、
方
円
薄
厚
、

鎔

に
随
い
て
制
せ
ら

い
が
た

い
が
た

る
る
の
み
。

と
説
く
。
こ
れ
は
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
基
づ
い
た
性
三
品
説
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、「
上
智
」
は
上
品
の
性
の
人
つ
ま
り
「
聖
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帝
・
明
王
」
で
あ
り
、「
下
愚
」
は
下
品
の
性
の
民
で
あ
り
、「
中
庸
」「
中
民
」
は
中
品
の
性
の
民
で
あ
っ
て
、「
聖
帝
・
明
王
」
に

よ
る
「
中
庸
」「
中
民
」
の
性
の
教
化
を
テ
ー
マ
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
だ
。
ち
な
み
に
、「
下
愚
」
は
「
移
ら
ざ
」
る
も
の
と
し
て
、

最
初
か
ら
教
化
の
対
象
外
に
置
か
れ
て
相
手
に
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
を
念
頭
に
置
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
読
者
が
「
寒
山
詩
」
を
読
も
う
と
い
う
時
、
彼
が
「
下
愚
」（
下
品
の
性
）
の
民
で
あ

る
場
合
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
作
者
は
放
置
す
る
し
か
な
い
け
れ
ど
も
、「
中
庸
」
（
中
品
の
性
）
の
民
で
あ
る
場
合
は
、

寒
山
子
は
彼
に
後
天
的
な
努
力
で
あ
る
「
思
量
」
の
上
の
理
解
を
要
求
す
る
し
、
さ
ら
に
「
上
賢
」（
上
品
の
性
）
の
人
で
あ
る
場

合
は
、
寒
山
詩
を
「
把
著
」
し
た
ま
ま
で
の
即
時
の
理
解
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
本
詩
を
書
い
た
時
点
で
の
読
者
論
と

い
う
テ
ー
マ
（
あ
る
い
は
ジ
ャ
ン
ル
）
に
お
い
て
、
寒
山
子
は
前
漢
・
後
漢
以
来
の
長
い
間
、
主
に
儒
教
が
担
い
士
大
夫
階
層
に

と
っ
て
伝
統
と
な
っ
て
い
た
、
不
平
等
な
性
三
品
説
の
観
点
に
立
っ
て
あ
ら
ゆ
る
人
間
を
見
て
い
た
、
と
把
え
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。第

四
に
、
本
詩
の
尾
聯
第
七
句
・
第
八
句
に
「
楊
脩
見
幼
婦
、
一
覽
便
知
妙
。
」（
楊

脩
幼
婦
を
見
し
と
き
、
一
覧
し
て

便

ち

妙

よ
う
し
ゆ
う
よ

う

ふ

い
ち
ら
ん

す
な
わ

み
よ
う

と
知
れ
り
）
と
あ
る
。
こ
の
二
句
に
は
典
拠
が
あ
り
、
古
注
本
の
釈
虎
円
『
首
書
』・
釈
交
易
『
管
解
』・
白
隠
『
闡
提
紀
聞
』・
大

鼎
宗
允
『
索
賾
』
は
、
い
ず
れ
も
一
二
〇
「
箇
是
何
措
大
」
に
お
い
て
、
典
拠
と
し
て
『
世
説
新
語
』
捷
悟
篇
中
の
曹
操
と
楊
脩

の
故
事
を
挙
げ
て
い
た
。
た
だ
し
、
古
注
本
の
釈
虎
円
『
首
書
』・
釈
交
易
『
管
解
』
な
ど
は
一
二
〇
「
箇
是
何
措
大
」
の
「
黄
絹

〈
卷
〉
」
を
「
黄
絹
」
と
同
一
視
し
た
上
で
立
論
し
て
お
り
、
意
味
が
疎
通
し
が
た
い
【
１
１
】
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
詩
（
一
四

一
）
の
典
拠
は
、
間
違
い
な
く
『
世
説
新
語
』
捷
悟
篇
の
魏
武
（
曹
操
）
と
楊
脩
と
の
故
事
に
あ
る
。

魏
武
嘗
過
曹
娥
碑
下
、
楊
脩
從
、
碑
背
上
見
題
作
「
黃
絹
幼
婦
、
外
孫
擯
臼
」
八
字
。
魏
武
謂
脩
曰
、「
解
不
。
」
答
曰
、「
解
。
」

魏
武
曰
、
「
卿
未
可
言
、
待
我
思
之
。」
行
三
十
里
、
魏
武
乃
曰
、「
吾
已
得
。」
令
脩
別
記
所
知
。
脩
曰
、「
黃
絹
、
色
絲
也
、

於
字
爲
絶
。
幼
婦
、
少
女
也
、
於
字
爲
妙
。
外
孫
、
女
子
也
、
於
字
爲
好
。
擯
臼
、
受
辛
也
、
於
字
爲
辤
。
所
謂
『
絶
妙
好

辭
』
也
。」
魏
武
亦
記
之
、
與
脩
同
、
乃
歎
曰
、「
我
才
不
及
卿
、
乃
覺
三
十
里
。」

魏
武
嘗
て
曹
娥
碑
の
下
を
過
り
、
楊

脩
従
い
、
碑
背
の
上
に
題
し
て
「
黄
絹
幼
婦
、
外
孫
擯
臼
」
の
八
字
を
作
る
を
見
る
。

ぎ

ぶ

か
つ

そ

う

が

ひ

よ
ぎ

よ
う
し
ゆ
う

魏
武

脩

に
謂
い
て
曰
わ
く
、「
解
す
る
や
不
や
。」
と
。
答
え
て
曰
わ
く
、「
解
す
。」
と
。
魏
武
曰
わ
く
、「
卿
未
だ
言
う
可
か

し
ゆ
う

か
い

い
な

け
い
い
ま

ら
ず
、
我
の
之
を
思
う
を
待
て
。」
と
。
行
く
こ
と
三
十
里
に
し
て
、
魏
武
乃
ち
曰
わ
く
、
「
吾
已
に
得
た
り
。」
と
。
脩
を
し

わ
れ

て
別
に
知
る
所
を
記
さ
し
む
。
脩
曰
わ
く
、「
黄
絹
は
、
色
絲
な
り
、
字
に
於
い
て
絶
と
為
す
。
幼
婦
は
、
少
女
な
り
、
字
に

し
る

こ
う
け
ん

し

き

し

於
い
て
妙
と
為
す
。
外
孫
は
、

女

の
子
な
り
、
字
に
於
い
て
好
と
為
す
。
擯

臼
は
、

辛

を
受
く
る
な
り
、
字
に
於
い
て
辤

む
す
め

せ
い
き
ゆ
う

か
ら
し

じ

と
為
す
。
所
謂
ゆ
る
『
絶
妙
な
る
好
辤
』
な
り
。
」
と
。
魏
武
も
亦
た
之
を
記
し
、
脩
と
同
じ
、
乃
ち
歎
じ
て
曰
わ
く
、
「
我

が
才
の
卿
に
及
ば
ざ
る
こ
と
、
乃
ち
三
十
里
な
る
を
覚
れ
り
。」
と
。

け
い

さ
と

こ
れ
を
簡
単
に
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
れ
ば
、
─
─
曹
操
が
か
つ
て
楊
脩
を
伴
っ
て
曹
娥
碑
の
下
を
通
っ
た
時
、
碑
の
背
面
に
「
黃
絹

幼
婦
、
外
孫
擯
臼
」
の
八
字
が
記
し
て
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
を
楊
脩
は
直
ち
に
分
か
っ
た
が
、
曹
操
は
行
き
な
が
ら
考
え
て
三
十

里
ほ
ど
で
分
か
っ
た
。
そ
の
意
味
と
は
「
黃
絹
は
色
の
あ
る
絲
だ
か
ら
、
絶
と
い
う
字
。
幼
婦
は
少
女
だ
か
ら
、
妙
と
い
う
字
。

外
孫
は

女

の
子
だ
か
ら
、
好
と
い
う
字
。
擯

臼
は

辛

を
受
け
る
も
の
だ
か
ら
、
辤
（
辭
）
と
い
う
字
。
ま
と
め
れ
ば
、
『
絶
妙

む
す
め

せ
い
き
ゆ
う

か
ら
し

な
る
好
辞
』
と
い
う
句
に
な
る
。
」
こ
こ
に
お
い
て
曹
操
は
「
我
が
才
の
卿
に
及
ば
ざ
る
こ
と
、
乃
ち
三
十
里
な
る
を
覚
れ
り
。
」

け
い

さ
と

と
歎
じ
た
と
い
う
。

以
上
に
基
づ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
本
詩
の
「
上
賢
」（
上
品
）
に
当
た
る
者
は
、
尾
聯
の
直
ち
に
そ
の
場
で
分
か
っ
た
楊
脩
で

あ
り
、「
中
庸
」（
中
品
）
に
当
た
る
者
は
、
三
十
里
行
く
間
に
「
思
量
し
」
て
分
か
っ
た
曹
操
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
下
愚
」（
下

品
）
に
当
た
る
者
は
、
魏
武
と
楊
脩
と
の
故
事
に
は
画
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
性
三
品
説
は
、
文
学
的
才
能
や
古
典
的
教
養
の
有
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無
に
ウ
ェ
ー
ト
を
か
け
た
狹
い
意
味
の
「
性
」
で
あ
り
、
曹
操
の
言
葉
に
出
て
く
る
「
才
」
の
思
想
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
さ
し

く
六
朝
貴
族
社
会
の
中
で
抱
懐
・
維
持
さ
れ
る
に
適
わ
し
い
人
間
観
で
あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
詩
は
『
寒

山
詩
』
と
し
て
は
比
較
的
早
い
時
期
の
作
品
で
あ
り
、
第
一
次
編
纂
の
産
物
と
把
え
る
の
が
適
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
節

性
三
品
説
に
対
す
る
不
満
と
批
判

と
こ
ろ
が
、『
寒
山
詩
集
』
〇
二
五
「
智
者
君
抛
我
」
に
は
、

智
者
君
抛
我
、

智
者
（
上
等
の
智
者
）
よ
君

我
を

抛

ち
（
君
た
ち
は
我
々
を
投
げ
捨
て
て
相
手
に
せ
ず
）、

き
み

わ
れ

な
げ
う

愚
者
我
抛
君
。

愚
者
（
下
等
の
愚
者
）
よ
我

君
を
抛
つ
（
我
々
も
君
た
ち
を
投
げ
捨
て
て
相
手
に
し
な
い
）。

わ
れ

き
み

非
愚
亦
非
智
、

愚
に
非
ず
亦
た
智
に
非
ざ
る
も
の
も
（
愚
者
で
も
な
く
智
者
で
も
な
い
中
等
の
人
物
も
）、

ま

從
此
斷
相
聞
。

此
に
従
り
て
（
こ
の
た
め
に
）
相
聞
を
断
た
ん
（
相
互
の
往
来
を
断
ち
切
る
こ
と
に
な
る
）。

こ
れ

そ
う
も
ん

た

入
夜
歌
明
月
、

夜
に
入
り
て
明
月
に
歌
い
（
こ
う
し
て
、
私
は
夜
に
入
っ
て
明
月
に
向
か
っ
て
歌
を
歌
い
）、

侵
晨
舞
白
雲
。

晨

を
侵
し
て
（
朝
早
く
か
ら
）
白
雲
に
舞
う
（
白
雲
の
中
で
舞
い
踊
る
し
か
な
い
の
だ
）。

あ
し
た

お
か

焉
能
拱
口
手
、

焉

ん
ぞ
能
く
口
手
を

拱

き
て
（
何
と
か
口
と
手
を
沈
黙
・
無
為
に
押
さ
え
こ
ん
で
）、

い
ず
く

よ

こ
ま
ぬ

端
座
鬢
紛
紛
。

端
坐
し
て
鬢
の
紛
紛
た
ら
ん
（
鬢
毛
が
乱
れ
る
ま
ま
に
、
参
禅
に
ふ
け
り
た
い
も
の
だ
）。

た

ん

ざ

び
ん

ふ
ん
ぷ
ん

と
あ
る
。

本
詩
は
、
こ
れ
を
解
釈
す
る
上
で
参
考
に
な
る
注
釈
書
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
日
本
の
古
注
本
の
釈
虎
円
『
首
書
』・
釈
交

易
『
管
解
』・
白
隠
『
闡
提
紀
聞
』・
大
鼎
宗
允
『
索
賾
』
を
始
め
と
し
て
、
そ
れ
以
後
の
研
究
書
も
役
に
立
た
な
い
場
合
が
多
い
こ

と
は
、
後
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
詩
の
起
聯
・
頷
聯
第
一
句
～
第
四
句
の
前
半
部
分
「
智
者
よ
君

我
を

抛

ち
、
愚
者
よ
我

君
を
抛
つ
。
愚
に
非
ず
亦
た
智
に

き
み

わ
れ

な
げ
う

わ
れ

き
み

ま

非
ざ
る
も
の
も
、
此
に
従
り
て
相
聞
を
断
た
ん
。」
の
大
枠
は
、
す
べ
て
の
人
間
を
「
智
者
」「
愚
者
」「
愚
に
非
ず
亦
た
智
に
非
ざ

こ
れ

そ
う
も
ん

た

ま

る
も
の
」
の
三
種
類
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
─
─
そ
の
関
係
は
、
「
智
者
が
我
を

抛

つ
」「
我
が
君
（
愚
者
）
を
抛
つ
」「
非
愚

わ
れ

な
げ
う

亦
非
智
の
も
の
が
相
聞
を
断
つ
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
現
れ
る
「
我
」「
君
」「
非
愚
亦
非
智
愚
の
も
の
」
は
特
定
の
人
物
（
た
と
え

そ
う
も
ん

た

ば
、
作
者
寒
山
子
な
ど
）
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
般
的
に
現
れ
る
社
会
的
階
層
的
な
呼
称
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
モ
デ
ル
の
詩
が
あ
っ
て
本
詩
は
そ
れ
を
利
用
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
そ
の
モ
デ

ル
を
参
照
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
二
例
を
挙
げ
る
。
例
の
一
は
、
陳
（
南
朝
）
の
沈
炯
「
獨
酌
謠
」
（
『
楽
府
詩
集
』

巻
八
十
七
所
収
）
で
あ
る
。

獨
酌
謠
、
獨
酌
謠
、

独
り
酌
み
て
謠
い
、
独
り
酌
み
て
謠
い
（
独
り
酒
を
酌
ん
で
か
つ
独
り
歌
を
詠
い
）、

く

う
た

獨
酌
獨
長
謠
。

独
り
酌
み
て
独
り
長
く
謠
う
（
独
り
酒
を
酌
ん
で
ま
た
長
く
歌
を
詠
う
）。

智
者
不
我
顧
、

智
者
（
上
等
の
智
者
）
は
我
を

顧

み
ず
（
私
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
も
な
い
が
）、

か
え
り

愚
夫
余
不
要
。

愚
夫
（
下
等
の
愚
者
）
は
余
要
め
ず
（
私
は
求
め
て
相
手
に
し
た
く
も
な
い
の
だ
）。

ぐ

ふ

わ
れ
も
と

不
愚
復
不
智
、

愚
な
ら
ず
復
た
智
な
ら
ざ
る
も
の
（
愚
者
で
も
智
者
で
も
な
い
中
等
の
人
物
の
場
合
）
は
、

ま

誰
當
余
見
招
。

誰
か
当
に
余
に
招
か
る
べ
き
（
誰
が
私
に
招
か
れ
る
に
適
わ
し
い
で
あ
ろ
う
か
）。

ま
さ

わ
れ

所
以
成
獨
酌
、

所
以
に
（
こ
う
し
て
私
は
）
独
り
酌
む
こ
と
を
成
し
（
独
り
酒
を
酌
ま
ざ
る
を
え
ず
）、

ゆ

え

一
酌
一
傾
瓢
。

一
た
び
酌
み
て
一
た
び

瓢

を
傾
く
（
酒
を
酌
ん
で
飲
み
干
し
て
は
ま
た
瓢
を
傾
け
て
い
く
）。

ひ
さ
ご

生
涯
本
漫
漫
、

生
涯
は
本
と
漫
漫
た
り
（
人
間
の
一
生
と
い
う
も
の
は
本
来
、
雑
然
た
る
も
の
で
あ
る
が
）、

も
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神
理
暫
超
超
。

神
理
は

暫

く
超

超
た
り
（
酒
を
酌
む
一
瞬
は
、
し
ば
し
神
理
の
域
に
超
越
す
る
の
だ
）。

し

ん

り

し
ば
ら

ち
よ
う
ち
よ
う

例
の
二
は
、
初
唐
の
盧
照
鄰
「
贈
益
府
羣
官
」
で
あ
る
。

不
息
惡
木
枝
、

悪
木
の
枝
に
息
わ
ず
（
鳳
凰
の
よ
う
に
、
み
に
く
い
木
の
枝
に
休
息
し
よ
う
と
は
せ
ず
）、

あ
く
ぼ
く

い
こ

不
飮
盜
泉
水
。

盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず
（
渇
し
て
も
盗
泉
の
水
を
飲
も
う
と
は
せ
ず
、
廉
潔
に
生
き
て
き
た
）。

と
う
せ
ん

か
つ

常
思
稻
梁
遇
、

常
に
稲

梁
に
遇
わ
ん
と
思
う
も
（
常
に
衣
食
の
資
に
め
ぐ
り
遇
う
こ
と
を
求
め
て
き
た
が
）、

と
う
り
よ
う

し

願
棲
梧
桐
樹
。

梧
桐
の
樹
に
棲
ま
ん
と
願
う
（
高
貴
な
梧
桐
の
樹
を
住
処
と
し
た
い
と
願
っ
て
き
た
の
だ
）。

ご

ど

う

す

あ
お
ぎ
り

す

み

か

智
者
不
我
邀
、

智
者
（
上
等
の
智
者
）
は
我
を
邀
え
ず
（
私
を
迎
え
よ
う
と
い
う
姿
勢
も
な
い
が
）、

む
か

愚
夫
余
不
顧
。

愚
夫
（
下
等
の
愚
者
）
は
余

顧

み
ず
（
私
の
方
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
気
も
し
な
い
）。

ぐ

ふ

わ
れ
か
え
り

所
以
我
獨
立
、

所
以
に
（
こ
う
い
う
わ
け
で
）
我
独
立
し
（
私
は
一
人
孤
立
し
て
し
ま
っ
て
）、

ゆ

え

ど
く
り
つ

耿
耿
歳
云
暮
。

耿
耿
と
し
て
（
不
安
に
苦
し
み
な
が
ら
）
歳
云
に
暮
る
（
年
が
こ
こ
に
暮
れ
て
い
く
）。

こ
う
こ
う

と
し
こ
こ

く

以
上
の
二
例
を
中
心
に
し
て
、
他
の
資
料
を
も
加
え
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
諸
点
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
本
詩
（
〇
二
五
）
の
「
愚
に
非
ず
亦
た
智
に
非
ざ
る
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
入
矢
『
寒
山
』
、
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』
、

ま

及
び
久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
上
〉
』
が
作
者
寒
山
子
自
身
の
こ
と
を
言
う
と
解
釈
す
る
が
、
こ
れ
は
適
当
で
な
い
【
１
２
】
。
こ
の

句
は
沈
炯
「
獨
酌
謠
」
中
の
「
愚
な
ら
ず
復
た
智
な
ら
ざ
る
も
の
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
意
味
で
あ
り
、「
余
」
と
は
異
な
り
「
余

ま

に
招
か
れ
る
は
ず
の
な
い
」
人
々
を
指
す
。
盧
照
鄰
「
贈
益
府
羣
官
」
中
に
同
様
の
句
が
な
い
の
は
、
修
辞
上
、
特
に
書
く
ま
で

も
な
い
も
の
と
見
な
さ
れ
て
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
も
こ
の
句
が
寒
山
子
を
指
す
言
葉
で
は
な
い
こ
と
を

証

し

あ
か
し

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
寒
山
子
は
沈
炯
・
盧
照
鄰
と
同
じ
よ
う
に
「
智
者
」
に
も
属
せ
ず
「
愚
者
」
に
も
属
せ
ず
「
非
愚
亦
非
智
」

に
も
属
し
な
い
、
そ
れ
ら
上
層
・
中
層
・
下
層
の
人
々
と
い
う
一
般
社
会
か
ら
「
相
聞
（
往
来
）
を
断
っ
」
て
「
独
立
せ
」（
盧
照

た

鄰
の
場
合
）
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
人
間
な
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
本
詩
の
前
半
部
分
の
大
枠
が
す
べ
て
の
人
間
を
「
智
者
」
「
愚
者
」
「
愚
に
非
ず
亦
た
智
に
非
ざ
る
も
の
」
の
三
種
類

ま

に
分
け
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
性
三
品
説
で
あ
る
【
１
３
】
。
こ
れ
は
、
『
論
語
』
陽
貨
篇
・
雍
也
篇
の
言
葉
を
利
用
し
て
進

め
ら
れ
た
典
型
的
な
、
か
つ
だ
れ
の
目
に
も
誤
解
の
余
地
の
な
い
、
後
漢
以
降
の
性
三
品
説
と
は
異
な
っ
て
、
手
慣
れ
た
表
現
を

取
っ
て
い
る
た
め
に
分
か
り
に
く
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
詩
と
時
代
の
近
い
中
唐
、
白
居
易
（
七
七
二
～
八
四
六

年
）
が
三
十
五
歳
の
こ
ろ
（
八
〇
六
年
）
書
い
た
と
さ
れ
る
「
牧
宰
考
課
」（
『
白
氏
策
林
』
二
所
収
）
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ

う
。

臣
聞
、
賢
者
爲
善
、
不
待
勸
矣
。
何
哉
、
性
不
忍
爲
惡
耳
。
愚
者
爲
不
善
、
雖
勸
而
不
遷
也
。
何
哉
、
性
不
能
爲
善
耳
。
賢

愚
之
閒
、
謂
之
中
人
。
中
人
之
心
、
可
上
可
下
、
勸
之
則
遷
於
善
、
捨
之
則
陷
於
惡
。
故
曰
、「
懲
勸
之
廢
也
、
推
中
人
而
墜

於
小
人
之
域
、
懲
勸
之
行
也
、
引
中
人
而
納
諸
君
子
之
塗
。」
是
知
勸
沮
之
道
、
不
可
一
日
無
也
。

臣
聞
く
、
賢
者
の
善
を
為
す
は
、
勧
む
る
を
待
た
ず
。
何
ぞ
や
、
性

悪
を
為
す
に
忍
び
ざ
れ
ば
の
み
。
愚
者
の
不
善
を
為
す

す
す

は
、
勧
む
と
雖
も
遷
ら
ざ
る
な
り
。
何
ぞ
や
、
性

善
を
為
す
能
わ
ざ
れ
ば
の
み
。
賢
愚
の
間
は
、
之
を
中
人
と
謂
う
。
中
人

の
心
は
、
上
す
可
く
下
す
可
し
、
之
を
勧
む
れ
ば
則
ち
善
に
遷
り
、
之
を
捨
つ
れ
ば
則
ち
悪
に

陥

る
。
故
に
曰
わ
く
、「
懲

勧

う
え

し
た

お
ち
い

ち
よ
う
か
ん

の
廃
せ
ら
る
る
や
、
中
人
を
推
し
て
小
人
の
域
に
墜
と
し
、
懲
勧
の
行
わ
る
る
や
、
中
人
を
引
き
て
諸
を
君
子
の
塗
に
納
る
。
」

こ
れ

み
ち

い

と
。
是
に
知
る

勧
沮
の
道
は
、
一
日
も
無
か
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

こ
こ

か

ん

そ
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こ
の
文
章
は
白
居
易
が
制
挙
に
応
ず
る
受
驗
勉
強
中
に
書
い
た
模
擬
答
案
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
当
局
の
意
を
迎
え
る
模
範
生
的

な
性
三
品
説
と
な
っ
て
い
る
【
１
４
】。
そ
れ
ゆ
え
、
内
容
も
表
現
も
当
代
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
、
白
居
易
ら
し
い
注
目
に
価
い
す

る
特
徴
は
な
い
。
そ
し
て
、
本
詩
（
〇
二
五
）
の
「
智
者
・
愚
者
・
非
愚
亦
非
智
」
は
、
沈
炯
の
「
智
者
・
愚
夫
・
不
愚
復
不
智
」
、

盧
照
鄰
の
「
智
者
・
愚
夫
」
、
白
居
易
の
「
賢
者
・
愚
者
・
中
人
」
と
比
較
し
て
み
る
と
、
「
非
愚
亦
非
智
」
の
部
分
以
外
は
ほ
と

ん
ど
相
異
が
な
い
。
と
す
れ
ば
、「
非
愚
亦
非
智
」
も
主
観
的
に
寒
山
子
の
「
わ
た
し
」
を
指
す
の
で
は
な
く
、
客
観
的
に
社
会
全

体
の
ス
ケ
ー
ル
か
ら
見
た
「
中
人
」
を
指
す
は
ず
で
あ
る
【
１
５
】。

第
三
に
、
本
詩
の
前
半
の
叙
述
は
、
性
三
品
説
に
対
す
る
不
満
ま
た
は
批
判
を
表
明
し
て
い
る
、
そ
れ
も
性
三
品
説
の
内
面
に

踏
み
こ
ん
だ
内
在
的
な
不
満
・
批
判
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
本
詩
に
あ
る
「
智
者
（
上
品
の
性
の
人
）
が
我
を

抛

つ
」
と
い
っ
た

な
げ
う

行
為
は
、
儒
教
か
ら
見
て
も
仏
教
（
禅
宗
）
か
ら
見
て
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
ま
た
、「
我
が
愚
者
（
下
品
の
性
の

わ
れ

者
）
を
抛
つ
」
と
い
う
行
為
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
っ
て
、
儒
者
・
仏
徒
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
為
す
べ
か
ら
ざ
る
行
い
で
あ
る
。「
非

愚
亦
非
智
」
の
「
中
人
」（
中
品
の
性
の
者
）
に
つ
い
て
は
「
我
が
中
人
に
対
し
て
相
聞
（
往
来
）
を
断
つ
」
こ
と
に
な
る
と
い
う

わ
れ

意
味
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
行
為
も
上
の
「
智
者
」「
愚
者
」
の
場
合
と
同
じ
で
、
為
し
て
は
な
ら
な
い
行
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
こ
か
ら
帰
結
し
て
く
る
も
の
は
、
こ
の
当
代
社
会
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
人
間
が
相
互
の
繋
が
り
を
見
失
っ
て
、
「
独
立
」
・
孤
立
・

孤
独
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
あ
る
（
後
述
）。
こ
の
よ
う
に
、
本
詩
の
前
半
は
、
当
代
社
会
を
構
成
す
る
性
三
品
説
と
い
う

仕
組
み
の
た
め
に
、
人
間
は
「
智
者
・
愚
者
・
非
愚
亦
非
智
」
が
有
機
的
な
社
会
の
中
で
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
バ
ラ
バ
ラ
に

分
裂
し
て
、
社
会
的
な
繋
が
り
が
断
ち
切
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
不
満
・
批
判
を
こ
め
て
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
性
三
品
説

へ
の
不
満
・
批
判
の
眼
差
し
は
、
沈
炯
や
盧
照
鄰
に
は
あ
ま
り
強
く
は
感
取
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
以

外
の
性
三
品
説
批
判
の
歴
史
の
中
に
も
現
れ
た
こ
と
が
な
く
、
本
詩
（
〇
二
五
）
に
よ
っ
て
中
国
史
上
ほ
と
ん
ど
初
め
て
成
さ
れ
た

も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
れ
ら
の
行
為
に
対
す
る
表
現
に
つ
い
て
見
る
と
、
沈
炯
が
「
智
者
は
我
を
顧
み
ず
」
と
詠
い
、
盧
照
鄰
が
「
智
者
は
我
を

邀
え
ず
」
と
詠
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
本
詩
で
は
「
智
者
は
君

我
を
抛
つ
」
の
よ
う
に
、「
智
者
」
の
我
へ
の
抑
圧
的
な
態
度
が

時
代
と
と
も
に
強
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
沈
炯
が
「
愚
夫
は
余
要
め
ず
」
、
盧
照
鄰
が
「
愚
夫
は
余
顧
み
ず
」
と
詠
っ
て
い
た
の

わ
れ
も
と

わ
れ

に
対
し
て
、
本
詩
で
は
「
愚
者
は
我

君
を
抛
つ
」
の
よ
う
に
、
我
の
「
愚
者
」
へ
の
軽
蔑
的
な
態
度
が
時
代
と
と
も
に
強
ま
っ
て
い

る
。
社
会
の
紐
帶
を
失
っ
た
バ
ラ
バ
ラ
な
分
裂
、
そ
の
中
で
の
個
人
の
孤
立
感
と
疎
外
感
、
そ
の
背
景
を
成
す
性
三
品
説
へ
の
不

満
・
批
判
は
、
こ
こ
に
お
い
て
そ
の
強
度
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た
と
評
し
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
人
間

社
会
の
全
体
構
成
に
関
す
る
原
理
論
の
叙
述
と
と
も
に
、
そ
の
中
に
現
れ
る
準
理
論
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
中
国
史
上
に
絶
え
ず
現

れ
る
、
上
位
の
士
大
夫
階
層
の
暴
虐
極
ま
り
な
い
圧
政
や
下
位
の
庶
民
階
層
の
愚
昧
な
反
逆
へ
の
抑
圧
な
ど
を
写
実
的
に
描
い
た
も

の
と
は
、
基
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
以
上
の
表
現
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
本
詩
の
寒
山
子
は
、
当
代
社
会
に

お
け
る
三
種
類
の
人
間
の
構
成
、
す
な
わ
ち
性
三
品
説
に
も
は
や
満
足
・
無
批
判
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
上
述
の
と
お
り
、
本
詩
の
前
半
で
は
性
三
品
説
の
存
在
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
当
代
社
会
を
バ
ラ
バ
ラ
に
分
裂
さ
せ

て
い
る
こ
と
を
描
い
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
帰
結
し
て
く
る
も
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
が
社
会
的
な
繋
が
り
を
断
ち
切
ら
れ
て
、「
独

立
」・
孤
立
・
孤
独
と
な
る
姿
形
で
あ
る
。
本
詩
の
後
半
に
至
っ
て
、
寒
山
子
が
天
台
山
に
お
け
る
明
月
と
白
雲
の
中
で
、
坐
禅
三

昧
に
耽
り
た
い
と
い
う
願
い
を
詠
う
の
も
、
上
引
の
沈
炯
「
獨
酌
謠
」
が
後
半
で
「
所
以
に
独
り
酌
む
こ
と
を
成
し
、
一
た
び
酌

ゆ

え

み
て
一
た
び

瓢

を
傾
く
。
生
涯
は
本
と
漫
漫
た
り
、
神
理
は

暫

く
超

超
た
り
。」
と
詠
い
、
盧
照
鄰
「
贈
益
府
羣
官
」
が
後
半

ひ
さ
ご

も

し

ん

り

し
ば
ら

ち
よ
う
ち
よ
う

で
「
所
以
に
我
独
立
し
、
耿
耿
と
し
て
歳
云
に
暮
る
。」
と
詠
う
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ラ
バ
ラ
な
社
会
の
描
写
か
ら
必
然
的
に
出

ゆ

え

わ
れ
ど
く
り
つ

こ
う
こ
う

と
し
こ
こ

く

て
く
る
結
論
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
詩
の
後
半
の
趣
旨
は
、
当
代
社
会
を
構
成
す
る
上
層
・
中
層
・
下
層
の
あ
ら
ゆ
る
人
間
が
、
性
三
品
説
と
い
う
儒
教
理
論
の
拘

束
の
ゆ
え
に
、
人
間
的
社
会
的
な
紐
帯
を
失
い
相
互
に
バ
ラ
バ
ラ
に
分
裂
し
て
生
き
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
状
況
を
描
く
前
半
を

受
け
て
、
作
者
寒
山
子
の
場
合
、
天
台
山
に
お
け
る
明
月
と
白
雲
の
中
で
、
俗
事
に
は
口
と
手
を

拱

い
た
ま
ま
何
ら
の
発
言
や
行

こ
ま
ぬ
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動
を
行
わ
ず
、
老
い
に
至
る
ま
で
ひ
た
す
ら
坐
禅
三
昧
に
耽
り
た
い
と
い
う
願
い
を
詠
う
こ
と
で
あ
る
。
─
─
ま
さ
し
く
、「
独
立
」

・
孤
立
・
孤
独
な
個
人
の
姿
形
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
入
矢
『
寒
山
』
を
始
め
と
す
る
現
代
日
本
の
通
説
は
、
前
半
の
性
三

品
説
の
内
容
・
意
義
を
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
お
ら
ず
【
１
６
】、
そ
れ
ゆ
え
後
半
の
解
釈
も
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
誤
解
す
る
も
の

が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
頸
聯
・
尾
聯
に
つ
い
て
も
若
干
の
解
明
を
行
っ
て
お
く
。

頸
聯
第
五
句
・
第
六
句
の
「
夜
に
入
り
て
明
月
に
歌
い
、

晨

を
侵
し
て
白
雲
に
舞
う
。」
の
二
句
を
、
入
矢
『
寒
山
』、
入
谷
・

あ
し
た

お
か

松
村
『
寒
山
詩
』、
及
び
久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
上
〉』
は
、
尾
聯
第
七
句
の
「
口
手
を
住
む
」
ま
た
は
「
口
手
を

拱

く
」
に
照
応

と
ど

こ
ま
ぬ

す
る
（
歌
が
口
、
舞
い
が
手
）
と
見
な
す
【
１
７
】
が
、
不
適
当
。
な
ぜ
な
ら
、『
寒
山
詩
集
』
の
中
に
、
寒
山
子
が
天
台
山
に
お

け
る
自
ら
の
歌
や
舞
い
に
、
入
矢
『
寒
山
』
が
唱
え
る
よ
う
な
特
殊
な
意
義
を
与
え
た
例
は
他
に
な
い
か
ら
で
あ
る
（
後
述
の
項

楚
『
寒
山
詩
注
』
、【
注
釈
】〔
四
〕
を
参
照
）
。
ま
た
、『
寒
山
詩
集
』
の
中
に
現
れ
る
「
住
」
の
字
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
住
む
」

の
意
で
あ
り
、「
住
む
」
の
意
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
非
常
に
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
ど

尾
聯
第
七
句
の
「
焉

ん
ぞ
能
く
…
…
」
は
、
何
と
か
…
…
し
た
い
も
の
だ
、
と
い
う
願
望
を
表
す
句
法
で
あ
り
、『
寒
山
詩
集
』

い
ず
く

よ

に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
〇
二
「
偃
息
深
林
下
」
の
「
焉
能
同
汎
灎
、
極
目
波
上
鳧
。」（
焉

ん
ぞ
能
く
同
に
汎
灎
し
て
、

い
ず
く

よ

と
も

は
ん
え
ん

目
を
波
上
の
鳧
に
極
め
ん
。）
が
、
同
じ
句
法
と
し
て
既
出
【
１
８
】。
入
矢
『
寒
山
』、
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』、
久
須
本
『
寒
山

拾
得
〈
上
〉』
は
、
こ
れ
を
反
語
の
句
法
と
誤
解
し
た
た
め
に
、
本
詩
後
半
の
趣
旨
を
誤
読
し
て
い
る
【
１
９
】。

「
口
手
を

拱

き
て
」
は
、
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
、【
注
釈
】〔
四
〕
が
、「
拱
口
手
：
按
古
人
交
疊
雙
手
以
表
恭
敬
、
稱
爲
『
拱
手
』
。
」

こ
ま
ぬ

と
し
た
上
で
、『
礼
記
』
曲
礼
上
篇
を
引
用
し
、
か
つ
「
此
云
『
拱
口
手
』
者
、
因
『
拱
手
』
而
連
類
及
口
、
謂
拱
手
而
沈
黙
無
言
、

猶
云
『
拱
黙
』
、
表
示
恭
慎
之
貌
。
」
と
唱
え
る
（
七
十
五
ペ
ー
ジ
）
。
こ
れ
に
従
っ
て
、
寒
山
子
が
世
俗
的
な
（
倫
理
的
政
治
的
な
）

事
柄
に
つ
い
て
は
発
言
を
慎
ん
で
沈
黙
を
守
り
、
行
動
を
控
え
て
無
為
に
徹
す
る
こ
と
、
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

第
八
句
の
「
端
坐
」
に
つ
い
て
は
、
入
矢
『
寒
山
』
は
、

端
然
と
静
坐
す
る
。
あ
り
き
た
り
の
隠
者
の
や
り
方
。
も
し
こ
れ
を
坐
禅
観
行
の
意
に
取
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
句
は
南
宗
禅

の
立
場
か
ら
北
宗
禅
を
批
判
し
た
も
の
と
も
解
さ
れ
よ
う
し
、
ま
た
道
に
達
し
た
人
の
自
由
な
享
受
の
境
地
、
い
わ
ゆ
る

遊
戯
三
昧
の
た
の
し
さ
を
歌
お
う
と
す
る
も
の
と
も
解
さ
れ
よ
う
。

ゆ
う
げ
ざ
ん
ま
い

と
注
す
る
【
２
０
】。
入
矢
が
尾
聯
「

焉

ん
ぞ
能
く
…
…
」
を
反
語
の
句
法
と
取
っ
た
た
め
に
、「
端
坐
」
に
つ
い
て
も
「
あ
り
き

い
ず
く

よ

た
り
の
隠
者
の
や
り
方
。
も
し
こ
れ
を
坐
禅
観
行
の
意
に
取
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
句
は
南
宗
禅
の
立
場
か
ら
北
宗
禅
を
批
判
し
た

も
の
と
も
解
さ
れ
よ
う
」
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
願
望
の
句
法
と
取
る
な
ら
ば
「
端
坐
」
に
つ
い
て
は
入
矢
の
後
半
の

「
道
に
達
し
た
人
の
自
由
な
享
受
の
境
地
、
い
わ
ゆ
る
遊
戯
三
昧
の
た
の
し
さ
を
歌
お
う
と
す
る
も
の
と
も
解
さ
れ
よ
う
。」
が
、

ゆ
う
げ
ざ
ん
ま
い

生
き
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
与
え
ら
れ
て
条
件
の
範
囲
の
中
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
。
ち
な
み
に
、『
寒
山
詩
集
』

に
お
い
て
、「
端
坐
」
を
否
定
す
る
例
は
、
た
だ
一
つ
、
二
三
二
「
如
許
多
寶
貝
」
の
「
端
坐
」
の
よ
う
に
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は

晩
唐
の
曹
山
本
寂
の
第
三
次
編
纂
の
例
外
的
な
取
り
扱
い
方
と
見
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。『
寒
山
詩
集
』
中
の
「
端
坐
」
と
ほ
ぼ

同
じ
意
味
の
「
靜
坐
」
は
、
二
三
一
「
心
高
如
山
嶽
」
、
二
七
九
「
巖
前
獨
靜
坐
」、
拾
五
三
「
雲
林
最
幽
棲
」
に
現
れ
る
が
、
こ

れ
ら
の
「
靜
坐
」
は
い
ず
れ
も
プ
ラ
ス
評
価
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
四
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
本
詩
（
〇
二
五
）
は
、『
寒
山
詩
集
』
に
お
い
て
性
三
品
説
に
不
満
・
批
判
を
提
起
し
た
中

で
最
も
深
刻
な
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
間
も
な
く
儒
教
の
理
論
家
李
翺
（
七
七
二
～
八
四
一
年
）
が
『
復
性
書
』

り

こ

う

が
、「
性
」
に
お
け
る
す
べ
て
の
人
間
の
平
等
を
唱
え
る
よ
う
に
な
る
が
、
本
詩
の
示
し
た
性
三
品
説
に
対
す
る
深
刻
な
不
満
・
批

判
は
、
そ
の
た
め
の
基
盤
の
一
つ
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。

次
に
、
一
四
九
「
他
賢
君
卽
受
」
に
、
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他
賢
君
卽
受
、

他
賢
な
れ
ば
（
相
手
が
賢
者
で
あ
れ
ば
）
君

即

ち
受
け
よ
（
君
は
す
ぐ
に
受
け
入
れ
よ
）、

か
れ
け
ん

す
な
わ

不
賢
君
莫
與
。

賢
な
ら
ざ
れ
ば
（
賢
者
で
な
け
れ
ば
）
君
与
す
る
莫
か
れ
（
味
方
と
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
）。

く
み

君
賢
他
見
容
、

君
賢
な
れ
ば
他
に
容
れ
ら
れ
（
し
か
し
、
君
が
賢
者
で
あ
れ
ば
相
手
に
包
容
さ
れ
）、

か
れ

い

不
賢
他
亦
拒
。

賢
な
ら
ざ
れ
ば
他
も
亦
た
拒
む
（
賢
者
で
な
け
れ
ば
相
手
も
ま
た
拒
絶
す
る
）。

こ
ば

嘉
善
矜
不
能
、

善
を
嘉
み
し
て
不
能
を
矜
れ
め
ば
（
む
し
ろ
、
善
者
を
ほ
め
無
能
者
を
い
た
わ
る
な
ら
ば
）、

よ

ふ

の

う

あ
わ

仁
徒
方
得
所
。

仁
の
徒
（
仁
者
）
は
方
に
所
を
得
ん
（
正
し
い
居
場
所
を
得
る
だ
ろ
う
、
と
す
る
説
も
あ
る
）。

じ
ん

と

ま
さ

勸
逐
子
張
言
、

子
張
の
言
を
逐
う
を
勧
む
（
私
は
、
後
者
の
子
張
の
言
葉
に
従
う
こ
と
を
勧
め
た
い
）、

し
ち
よ
う

お

す
す

抛
卻
卜
商
語
。

卜

商
の
語
を
抛

却
せ
よ
（
前
者
の
卜
商
子
夏
の
言
葉
は
投
げ
捨
て
よ
う
）。

ぼ
く
し
よ
う

ほ
う
き
や
く

ぼ
く
し
よ
う
し
か

と
あ
る
。

本
詩
は
、
全
体
が
『
論
語
』
子
張
篇
の
以
下
の
文
章
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
【
２
１
】。

子
夏
之
門
人
問
交
於
子
張
。
子
張
曰
、「
子
夏
云
何
。」
對
曰
、「
子
夏
曰
、『
可
者
與
之
、
其
不
可
者
拒
之
。
』」
子
張
曰
、「
異

乎
吾
所
聞
。
君
子
尊
賢
而
容
衆
、
嘉
善
而
矜
不
能
。
我
之
大
賢
與
、
於
人
何
所
不
容
。
我
之
不
賢
與
、
人
將
拒
我
。
如
之
何
其

拒
人
也
。」

子
夏
の
門
人

交
わ
り
を
子
張
に
問
う
。
子
張
曰
わ
く
、「
子
夏
は
何
と
か
云
え
る
。」
と
。
対
え
て
曰
わ
く
、「
子
夏
曰
わ
く
、

し

か

し
ち
よ
う

こ
た

『
可
な
る
者
は
之
に
与
し
、
其
の
不
可
な
る
者
は
之
を
拒
ま
ん
。』
と
。」
と
。
子
張
曰
わ
く
、
「
吾
が
聞
く
所
に
異
な
る
。
君

か

く
み

こ
ば

子
は
賢
を
尊
ん
で
衆
を
容
れ
、
善
を
嘉
み
し
て
不
能
を
矜
れ
む
。
我
の
大
賢
な
ら
ん
か
、
人
に
於
い
て
何
の
容
れ
ざ
る
所
ぞ
。

い

よ

ふ

の

う

あ
わ

我
の
不
賢
な
ら
ん
か
、
人
将
に
我
を
拒
ま
ん
と
す
。
之
を
如
何
ぞ
其
れ
人
を
拒
ま
ん
や
。」
と
。

ま
さ

こ
ば

い

か

ん

こ
ば

本
詩
起
聯
第
一
句
・
第
二
句
の
「
他
賢
な
れ
ば
君

即

ち
受
け
よ
、
賢
な
ら
ざ
れ
ば
君
与
す
る
莫
か
れ
。」
は
、『
論
語
』
子
張
篇

か
れ
け
ん

す
な
わ

く
み

の
「
子
夏
曰
わ
く
、『
可
な
る
者
は
之
に
与
し
、
其
の
不
可
な
る
者
は
之
を
拒
ま
ん
。』
と
。」
を
直
接
踏
ま
え
る
。
本
詩
頷
聯
第
三

か

く
み

こ
ば

句
・
第
四
句
の
「
君
賢
な
れ
ば
他
に
容
れ
ら
れ
、
賢
な
ら
ざ
れ
ば
他
も
亦
た
拒
む
。」
は
、『
論
語
』
子
張
篇
の
「
子
張
曰
わ
く
、『
我

か
れ

い

こ
ば

の
大
賢
な
ら
ん
か
、
人
に
於
い
て
何
の
容
れ
ざ
る
所
ぞ
。
我
の
不
賢
な
ら
ん
か
、
人
将
に
我
を
拒
ま
ん
と
す
。
之
を
如
何
ぞ
其
れ
人

ま
さ

こ
ば

い

か

ん

を
拒
ま
ん
や
。』
と
。」
を
直
接
踏
ま
え
る
。
本
詩
頸
聯
第
五
句
・
第
六
句
の
「
善
を
嘉
み
し
て
不
能
を
矜
れ
め
ば
、
仁
の
徒
は
方
に

こ
ば

よ

ふ

の

う

あ
わ

じ
ん

と

ま
さ

所
を
得
ん
。」
は
、『
論
語
』
子
張
篇
の
「
子
張
曰
わ
く
、『
…
…
君
子
は
賢
を
尊
ん
で
衆
を
容
れ
、
善
を
嘉
み
し
て
不
能
を
矜
れ
む
。』

い

よ

ふ

の

う

あ
わ

と
。
」
を
大
略
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
本
詩
の
構
成
は
、
第
一
句
・
第
二
句
の
二
句
が
『
論
語
』
子
張
篇
の
卜
商
子
夏

ぼ
く
し
よ
う
し
か

の
説
の
紹
介
、
第
三
句
～
第
六
句
の
四
句
が
同
じ
く
子
張
の
説
の
紹
介
で
あ
り
、
最
後
の
第
七
句
・
第
八
句
が
作
者
寒
山
子
の
両
者

し
ち
よ
う

に
対
す
る
是
非
の
判
断
（
子
張
を
是
と
し
子
夏
を
非
と
す
る
）
と
な
っ
て
い
る
。

本
詩
（
一
四
九
）
の
趣
旨
に
関
し
て
は
、『
論
語
』
子
張
篇
の
該
章
の
影
響
を
受
け
て
、
人
々
（
君
子
）
の
交
友
論
で
あ
る
と
解

釈
す
る
も
の
が
、
現
代
に
至
っ
て
も
少
な
く
な
い
【
２
２
】
。
け
れ
ど
も
、『
論
語
』
子
張
篇
の
該
章
に
つ
い
て
は
、
皇
侃
『
論
語

義
疏
』
は
「
苞
氏
曰
、『
友
交
當
如
子
夏
、
汎
交
當
如
子
張
。
』
」（
苞
氏
曰
わ
く
、「
友
交
は
当
に
子
夏
の
如
く
な
る
べ
く
、
汎
交
は

当
に
子
張
の
如
く
な
る
べ
し
。
」
と
。
）
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、
子
張
説
に
も
子
夏
説
に
も
成
立
の
根
拠
を
認
め
て
い
る
【
２
３
】
。

本
詩
が
作
ら
れ
た
唐
代
初
期
に
、
以
上
の
よ
う
な
子
夏
説
な
ど
を
支
持
す
る
者
も
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
一
切

放
擲
し
て
、
た
だ
子
張
説
だ
け
を
強
力
に
推
奨
す
る
の
は
、
筆
者
に
は
、
寒
山
子
の
関
心
事
が
、
人
々
（
君
子
）
の
交
友
論
だ
け
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

一
つ
に
は
、
本
詩
第
一
句
・
第
二
句
の
「
他
賢
な
れ
ば
君

即

ち
受
け
よ
、
賢
な
ら
ざ
れ
ば
君
与
す
る
莫
か
れ
。
」
の
元
と
な
っ
た
、

か
れ
け
ん

す
な
わ

く
み

『
論
語
』
子
張
篇
の
「
可
な
る
者
は
之
に
与
し
、
其
の
不
可
な
る
者
は
之
を
拒
ま
ん
。」
は
、
交
友
論
に
お
け
る
人
々
の
性
格
や
行

か

く
み

こ
ば

為
の
「
可
・
不
可
」
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
本
詩
が
「
賢
・
不
賢
」
に
改
め
た
の
は
、
子
夏
説
の
中
に
、
唐
代
初
期
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ま
で
の
性
説
（
性
三
品
説
）
の
動
向
を
読
み
取
っ
て
、
変
更
不
可
能
な
宿
命
論
的
な
香
り
の
す
る
「
賢
・
不
賢
」
を
使
用
し
つ
つ
、

上
品
や
中
・
下
品
の
「
性
」
を
持
つ
人
々
に
対
す
る
正
統
儒
教
の
倫
理
的
政
治
的
な
対
処
の
方
法
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
第
三
句
・
第
四
句
の
「
君
賢
な
れ
ば
他
に
容
れ
ら
れ
、
賢
な
ら
ざ
れ
ば
他
も
亦
た
拒
む
。」
の
元
に
な
っ
た
、『
論
語
』
子
張

か
れ

い

こ
ば

篇
の
「
我
の
大
賢
な
ら
ん
か
、
人
に
於
い
て
何
の
容
れ
ざ
る
所
ぞ
。
我
の
不
賢
な
ら
ん
か
、
人
将
に
我
を
拒
ま
ん
と
す
。」
に
つ
い

ま
さ

こ
ば

て
言
え
ば
、
そ
も
そ
も
『
論
語
』
子
張
篇
に
性
説
（
性
三
品
説
）
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
「
大
賢
・
不
賢
」
は
、
先
秦
儒
家
の

ご
く
普
通
の
倫
理
的
な
用
語
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
寒
山
子
が
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
「
君
賢
な
れ
ば
他
に
容
れ
ら
れ
、
賢
な
ら
ざ
れ

か
れ

い

ば
他
も
亦
た
拒
む
。」
と
し
た
の
は
、
単
に
字
句
の
調
整
を
行
っ
た
だ
け
（
「
大
賢
→
賢
」）
の
よ
う
に
見
え
る
が
実
は
そ
う
で
は
な

こ
ば

く
、
上
述
の
第
一
句
・
第
二
句
の
用
語
法
に
統
一
す
る
こ
と
で
、「
他
」
と
「
君
」
の
主
客
を
転
倒
し
た
上
に
、
上
品
や
中
下
・
品

の
「
性
」
を
持
つ
人
々
に
対
す
る
正
統
儒
教
の
倫
理
的
政
治
的
な
対
処
の
方
法
に
、
一
ま
ず
譲
歩
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
言

い
換
え
れ
ば
、
第
三
句
～
第
六
句
の
四
句
か
ら
成
る
子
張
説
の
寒
山
子
に
よ
る
評
価
の
中
で
は
、
第
三
句
・
第
四
句
は
第
一
句
・
第

し
ち
よ
う
せ
つ

二
句
と
同
様
、「
賢
・
不
賢
」
と
い
う
宿
命
論
的
な
「
性
」
に
基
づ
く
、
正
統
儒
教
の
倫
理
的
政
治
的
な
対
処
の
方
法
を
描
い
た
旧

い
部
分
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

二
つ
に
は
、
そ
れ
に
引
き
替
え
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
を
「
賢
・
不
賢
」
と
い
う
宿
命
論
的
な
「
性
」
に
基
づ
い
た
眼
差
し
で
見
な
い

こ
と
を
提
唱
す
る
の
が
、
頸
聯
第
五
句
・
第
六
句
の
「
善
を
嘉
み
し
て
不
能
を
矜
れ
め
ば
、
仁
の
徒
は
方
に
所
を
得
ん
。
」
で
あ
る
。

よ

ふ

の

う

あ
わ

じ
ん

と

ま
さ

第
五
句
の
「
善
を
嘉
み
し
て
不
能
を
矜
れ
め
ば
」
は
、
元
の
『
論
語
』
子
張
篇
の
「
善
を
嘉
み
し
て
不
能
を
矜
れ
む
。」
と
表
現
は

よ

ふ

の

う

あ
わ

よ

ふ

の

う

あ
わ

同
じ
で
あ
る
が
、
実
際
は
異
な
る
。『
論
語
』
の
が
一
般
的
な
倫
理
的
意
味
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
詩
（
一
四
九
）
で
は
、
宿
命

論
的
な
「
性
」
に
基
づ
い
た
「
賢
・
不
賢
」
と
い
う
視
点
を
こ
こ
で
は
一
旦
脇
に
置
い
て
、
「
善
」
の
性
格
を
持
ち
「
善
」
の
行
為

を
行
う
者
を
こ
そ
好
し
と
し
て
ほ
め
、
そ
れ
が
で
き
な
い
者
は
い
た
わ
る
べ
き
だ
と
詠
う
の
で
あ
る
。
第
一
句
～
第
四
句
を
受
け
て

ま
と
め
て
言
え
ば
、「
賢
で
あ
る
か
」「
賢
で
な
い
か
」
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、「
善
で
あ
る
か
」「
（
善
が
）
で
き
な
い
か
」
が
問

題
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
「
受
け
る
か
」「
拒
む
か
」
よ
り
も
そ
れ
を
「
嘉
す
る
か
」「
矜
れ
む
か
」
が
重
要
な
の
だ
と
訴
え
て
い
る

よ
み

あ
わ

こ
と
に
な
る
【
２
４
】
。
こ
こ
に
お
い
て
、
我
々
は
、
唐
代
初
期
ま
で
の
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
を
「
賢
・
不
賢
」
と
い
う
宿
命
論
的
な

「
性
」
に
基
づ
い
た
眼
差
し
で
見
て
き
た
性
説
（
性
三
品
説
）
に
対
す
る
不
信
感
と
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
倫
理
的
な
「
善
」
を
行

う
者
を
ほ
め
、
そ
れ
が
で
き
な
い
者
を
い
た
わ
る
と
い
う
新
し
い
人
間
観
、
が
生
ま
れ
育
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
六
句
の
「
仁
の
徒
は
方
に
所
を
得
ん
」
は
、
本
詩
の
元
で
あ
る
『
論
語
』
子
張
篇
に
は
存
在
し
な
い
一
句
で
あ
る
。
従

じ
ん

と

ま
さ

来
の
研
究
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
子
張
の
言
葉
と
は
し
て
い
な
い
【
２
５
】。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は
、
寒
山
子
が
『
論
語
』

中
の
子
張
の
提
唱
の
言
外
の
意
を
汲
み
取
っ
て
、
補
っ
た
部
分
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
こ
の
句
に
つ
い
て
、
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』

は
、「
人
間
愛
に
目
ざ
め
る
者
の
立
場
だ
。」
と
和
訳
し
、
ま
た
久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
上
〉』
は
、「
こ
れ
こ
そ
仁
者
と
し
て
の
立
場

を
得
た
こ
と
に
な
る
。」
と
和
訳
し
【
２
６
】、
さ
ら
に
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
は
、【
注
釈
】〔
二
〕
に
お
い
て
、

仁
徒
方
得
所
：
「
仁
徒
」
卽
仁
者
、
有
德
行
之
人
。「
得
所
」
謂
得
其
宜
。
此
句
言
以
上
數
句
所
論
結
交
之
道
、
方
爲
仁
者
恰
當

的
交
友
之
道
也
。

と
注
釈
す
る
【
２
７
】
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
仁
」
は
、
対
を
な
す
本
詩
の
第
五
句
の
「
善
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
・
意
義
を
担

っ
て
お
り
、
人
々
の
行
う
新
し
い
徳
目
と
し
て
の
倫
理
的
政
治
的
な
意
味
・
意
義
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
論
語
』
な
ど

の
古
来
の
儒
教
の
「
仁
」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
無
論
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
項
楚
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
よ
り
も
一
層
広

い
「
徳
行
有
る
の
人
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
仁
の
徒
」
と
は
、「
善
」
つ
ま
り
「
徳
行
」
を
行
っ
て
各

じ
ん

と

種
各
様
の
レ
ベ
ル
の
達
し
て
い
る
人
々
を
、
倫
理
的
政
治
的
な
観
点
に
立
っ
て
言
う
。
そ
れ
が
「
方
に
所
を
得
ん
」
と
は
、「
善
」「
仁
」

ま
さ

を
行
う
人
々
が
そ
の
達
し
た
各
種
各
様
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
当
代
社
会
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
に
適
わ
し
い
ポ
ス
ト
、
落
ち
着
く
べ
き

居
場
所
を
得
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
趣
旨
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、「
得
所
」（
所
を
得
）
と
い
う
表
現
は
、『
寒
山
詩
集
』
の

う

一
〇
八
「
施
家
有
兩
兒
」
に
「
文
武
各
自
備
、
託
身
爲
得
所
。
」（
文
武
各
々
自
ず
か
ら
備
わ
り
、
身
を
託
す
る
に
所
を
得
た
り
と
為

お
の
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す
。）
と
い
う
句
が
あ
り
、
本
詩
（
一
四
九
）
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
上
引
の
入
谷
・
松
村
、
久
須
本
、
項
楚
の

和
訳
・
注
釈
な
ど
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
適
当
で
は
あ
る
ま
い
。

要
約
す
れ
ば
、
本
詩
は
、『
論
語
』
子
張
篇
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
た
め
に
該
章
の
趣
旨
の
影
響
を
受
け
て
、
人
々
（
君
子
）
の

交
友
論
と
し
て
解
釈
す
る
も
の
が
、
現
代
に
至
る
ま
で
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
交
友
論
と
し
て
の
性
質
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
変
更
不
可
能
な
宿
命
論
的
な
性
説
（
性
三
品
説
）
に
親
和
的
な
「
賢
・
不
賢
」

を
否
定
（
第
一
句
・
第
二
句
、
子
夏
の
場
合
）
ま
た
は
軽
視
し
て
（
第
三
句
・
第
四
句
、
子
張
の
場
合
）、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
倫

理
的
な
「
善
」「
仁
」
を
行
う
者
を
ほ
め
、
そ
れ
が
で
き
な
い
者
い
た
わ
る
と
い
う
新
し
い
人
間
観
で
あ
る
（
第
五
句
、
子
張
の
場

合
）。
そ
し
て
、
後
者
は
、
当
代
社
会
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
々
が
、「
賢
者
」「
不
賢
者
」
を
も
例
外
と
せ
ず
、「
善
」「
仁
」
の

徳
行
を
行
っ
て
そ
の
達
し
た
各
種
各
様
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
当
代
社
会
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
に
適
わ
し
い
、
落
ち
着
く
べ
き
居
場
所

を
得
る
（
第
六
句
、
子
張
の
場
合
）、
と
い
う
新
し
い
社
会
構
想
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
─
─
結
局
の
と
こ
ろ
、
本
詩
は
、
直
接
的

に
で
は
な
い
け
れ
ど
も
間
接
的
に
、
性
三
品
説
を
批
判
し
た
詩
で
あ
っ
て
、
上
述
の
〇
二
五
「
智
者
君
抛
我
」
な
ど
の
趣
旨
を
内

面
的
に
深
化
さ
せ
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
節

性
三
品
説
の
転
折

そ
う
は
言
う
も
の
の
、『
寒
山
詩
集
』
に
お
い
て
見
る
限
り
、
寒
山
子
の
性
三
品
説
に
対
す
る
さ
ら
に
深
い
検
討
は
、
上
述
の
第

四
章
、
第
二
節
「
性
三
品
説
に
対
す
る
不
満
と
批
判
」
以
上
に
は
最
早
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
第
四
章
、
第
一
節
「
『
寒

山
詩
集
』
に
現
れ
た
性
三
品
説
」
の
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、『
寒
山
詩
集
』
中
に
は
、
人
間
と
い
う
存
在
の
平
等
、
仏
教
（
禅
宗
）

に
は
仏
性
や
如
来
蔵
な
ど
に
真
っ
正
面
か
ら
切
り
こ
ん
で
、
問
題
の
焦
点
た
る
性
三
品
説
を
始
め
と
す
る
、「
性
」
に
つ
い
て
の
理

論
的
諸
課
題
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
形
跡
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

ま
っ
た
く
そ
の
逆
を
行
く
、
性
三
品
説
（
批
判
）
の
形
骸
化
、
性
三
品
説
（
批
判
）
の
転
折
を
示
す
詩
句
が
存
在
す
る
。『
寒
山

詩
集
』、
二
四
三
「
上
人
心
猛
利
」
の
、

上
人
心
猛
利
、

上

人
（
上
品
の
性
の
賢
人
）
は
心
猛
利
に
し
て
（
心
が
勇
猛
な
上
に
鋭
利
で
）、

じ
よ
う
じ
ん

も

う

り

一
聞
便
知
妙
。

一
た
び
聞
け
ば
（
一
度
話
を
聞
い
た
だ
け
で
）

便

ち

妙

を
知
る
（
す
ぐ
に
道
理
を
悟
る
）。

す
な
わ

み
よ
う

中
流
心
清
淨
、

中
流
（
中
品
の
性
の
中
人
）
は
心
清

浄
に
し
て
（
心
が
汚
染
さ
れ
て
お
ら
ず
）、

せ
い
じ
よ
う

審
思
云
甚
要
。

審
思
し
て
（
よ
く
考
え
て
）

甚

だ
要
な
り
と
云
う
（
非
常
に
要
点
を
得
て
い
る
と
言
う
）。

し

ん

し

は
な
は

下
士
鈍
暗
癡
、

下
士
（
下
品
の
性
の
愚
人
）
は
鈍
暗
に
し
て
癡
な
り
（
鈍
い
上
に
愚
昧
で
あ
り
）、

か

し

ど
ん
あ
ん

ち

頑
皮
最
難
裂
。

頑
皮
（
頑
迷
な
外
皮
は
）
最
も
裂
け
難
し
（
ま
っ
た
く
引
き
裂
け
る
も
の
で
は
な
い
）。

が

ん

ぴ

直
得
血
淋
頭
、

直
だ
血
の
頭
よ
り

淋

る
を
得
て
（
血
が
頭
か
ら
流
れ
お
ち
る
ほ
ど
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
）、

た

し
た
た

始
知
自
摧
滅
。

始
め
て

自

ら
摧
滅
す
る
を
知
る
（
や
っ
と
自
分
が
滅
亡
す
る
こ
と
を
悟
る
の
だ
）。

み
ず
か

さ
い
め
つ

看
取
開
眼
賊
、

看
取
せ
よ
（
見
る
が
よ
い
）
開
眼
の
賊
（
眼
を
見
開
い
た
賊
が
）、

か
ん
し
ゆ

か
い
が
ん

鬧
市
集
人
決
。

鬧
市
に
人
を
集
め
て
決
せ
ら
る
る
を
（
市
場
の
人
の
集
ま
る
前
で
処
刑
さ
れ
る
の
を
）。

ど

う

し

死
屍
棄
如
塵
、

死
屍
（
死
体
）
は
棄
て
ら
れ
て
塵
の
如
く
（
ゴ
ミ
の
よ
う
に
う
ち
捨
て
ら
れ
る
が
）、

し

し

ち
り

此
時
向
誰
説
。

此
の
時
誰
に
向
か
っ
て
説
か
ん
（
こ
の
時
だ
れ
に
対
し
て
自
分
を
言
い
訳
で
き
よ
う
）。

こ

だ
れ

男
兒
大
丈
夫
、

男
児
大
丈
夫
（
一
人
前
の
男
子
、
立
派
な
大
の
男
が
）、

一
刀
兩
段
截
。

一
刀
に
て
両
段
に
截
ら
る
（
一
刀
両
段
で
真
っ
二
つ
に
斬
ら
れ
る
の
だ
）。

き

人
面
禽
獸
心
、

（
だ
が
）
人
面
に
し
て
禽

獣
の
心
（
人
の
顔
を
し
て
禽
獣
の
心
を
持
つ
下
士
の
連
中
は
）、

き
ん
じ
ゆ
う

か

し

造
作
何
時
歇
。

造
作
何
れ
の
時
か
歇
ま
ん
（
そ
の
悪
業
を
い
つ
に
な
っ
た
ら
止
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
）。

ぞ

う

さ
い
ず

や
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で
あ
る
。

本
詩
は
、
全
体
が
前
半
八
句
と
後
半
八
句
の
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
前
半
八
句
の
み
を
取

り
扱
い
、
後
半
八
句
に
つ
い
て
は
考
察
を
省
略
す
る
。

本
詩
第
一
句
・
第
三
句
・
第
五
句
の
「
上
人
・
中
流
・
下
士
」
に
関
し
て
は
、
近
年
の
解
釈
を
調
べ
て
み
る
と
、
入
谷
・
松
村

『
寒
山
詩
』
は
、「
上
の
部
の
人
」「
中
流
の
人
」「
下
の
部
の
者
」
と
和
訳
し
て
、
特
に
仏
教
（
禅
宗
）
的
な
意
味
を
付
与
し
て
い

な
い
【
２
８
】。
こ
れ
に
対
し
て
、
久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
下
〉』
は
、「
す
ぐ
れ
た
上
根
の
人
」「
中
根
の
普
通
一
般
の
人
」「
下
根

の
劣
っ
た
人
」
と
和
訳
し
て
、
三
者
に
仏
教
（
禅
宗
）
的
な
意
味
を
与
え
て
お
り
【
２
９
】、
さ
ら
に
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
は
、
特

に
「
上
人
」
に
つ
い
て
、
【
注
釈
】
〔
一
〕
で
、
「
上
人
：
佛
教
對
智
慧
・
戒
行
過
人
者
的
尊
稱
。
」
と
し
た
上
で
、
詳
細
な
解
釈
を

加
え
て
い
る
【
３
０
】
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
上
人
・
中
流
・
下
士
」
は
、
本
来
、
性
三
品
説
の
用
語
「
上
知
・
中
人
・
下
愚
」
の

ア
レ
ン
ジ
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

つ
と
に
古
注
本
の
釈
交
易
『
管
解
』
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
本
詩
は
、
第
四
章
、
第
一
節
「
『
寒
山
詩
集
』
に
現
れ
た
性
三

品
説
」
で
検
討
し
た
一
四
一
「
下
愚
讀
我
詩
」
に
類
似
し
て
お
り
、
そ
れ
を
模
倣
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

本
詩
の
第
一
句
・
第
二
句
の
、

上
人
心
猛
利
、
一
聞
便
知
妙
。
」（
上

人
は
心
猛
利
に
し
て
、
一
た
び
聞
け
ば

便

ち

妙

を
知
る
。）

じ
よ
う
じ
ん

も

う

り

す
な
わ

み
よ
う

は
、「
下
愚
讀
我
詩
」（
一
四
一
）
の
第
五
句
～
第
八
句
の
、

上
賢
讀
我
詩
、
把
著
滿
面
笑
。
楊
脩
見
幼
婦
、
一
覽
便
知
妙
。

上

賢
我
が
詩
を
読
め
ば
、
把
著
し
て
満
面
に
笑
う
。
楊

脩
幼
婦
を
見
し
と
き
、
一
覧
し
て

便

ち

妙

と
知
れ
り
。

じ
よ
う
け
ん

は
ち
や
く

ま
ん
め
ん

よ
う
し
ゆ
う
よ

う

ふ

い
ち
ら
ん

す
な
わ

み
よ
う

に
類
似
し
て
お
り
、
そ
れ
を
模
倣
し
て
い
る
こ
と
は
、
否
定
す
べ
く
も
な
い
【
３
１
】。
ま
た
、
本
詩
の
第
三
句
・
第
四
句
の
、

中
流
心
清
淨
、
審
思
云
甚
要
。
」（
中
流
は
心
清

浄
に
し
て
、
審
思
し
て

甚

だ
要
な
り
と
云
う
。）

せ
い
じ
よ
う

し

ん

し

は
な
は

は
、「
下
愚
讀
我
詩
」（
一
四
一
）
の
第
三
句
・
第
四
句
の
、

中
庸
讀
我
詩
、
思
量
云
甚
要
。（
中

庸
我
が
詩
を
読
め
ば
、
思
量
し
て
甚
だ
要
な
り
と
云
う
。）

ち
ゆ
う
よ
う

に
類
似
し
て
お
り
、
そ
れ
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
も
、
や
は
り
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
詩
（
二
四
三
）
の

「
上
人
・
中
流
・
下
士
」
は
、
も
と
も
と
「
下
愚
讀
我
詩
」（
一
四
一
）
と
同
じ
よ
う
に
性
三
品
説
の
枠
組
み
に
由
来
す
る
用
語
で

あ
り
、
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
「
上
知
・
中
人
・
下
愚
」
の
ア
レ
ン
ジ
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
本
詩
の
作
者
が
、
原
詩
「
下
愚
讀
我
詩
」（
一
四
一
）
に
含
ま
れ
る
性
三
品
説
の
内
容
や
問
題
性
を
深
く
正
確
に
把
え

て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
本
章
、
第
二
節
「
性
三
品
説
に
対
す
る
不
満
と
批
判
」
で
検
討
し
た
よ
う
な
、
不
満
・
批
判
を
覚
え
て

い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
疑
問
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
─
─
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
性
三
品
説
へ
の
不
満
・
批
判
は
、

す
で
に
ピ
ー
ク
を
越
え
て
形
式
だ
け
の
も
の
に
形
骸
化
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
仏
教
的
禅
宗
的
な
「
上
根
・
中
根
・
下
根
」（
久

須
本
説
）
の
方
向
に
転
折
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
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本
詩
（
二
四
三
）
の
表
現
上
・
形
式
面
に
関
説
す
れ
ば
、
一
つ
に
は
、
第
二
句
の
「
一
聞
便
知
妙
」（
一
た
び
聞
け
ば

便

ち

妙

す
な
わ

み
よ
う

を
知
る
）
に
お
い
て
は
、
原
詩
「
下
愚
讀
我
詩
」（
一
四
一
）
に
含
ま
れ
て
い
た
、
曹
操
と
楊
脩
の
故
事
に
由
来
す
る
「
妙
」
の
趣

旨
を
忘
れ
て
、
も
し
く
は
取
り
違
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
原
詩
で
は
本
来
、
曹
娥
碑
文
の
「
絶
妙
好
辞
」
の
「
妙
」
と
い
う
文
字

の
意
味
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
こ
こ
で
は
一
般
的
な
「
妙
」
な
る
行
為
・
文
化
・
価
値
の
意
味
に
取
り
違
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
す
で
に
本
章
、
第
一
節
「
『
寒
山
詩
集
』
に
現
れ
た
性
三
品
説
」
で
論
じ
た
と
お
り
、
『
世
説
新
語
』
捷
悟
篇
の

末
尾
で
、
曹
操
が
、

魏
武
…
…
乃
歎
曰
、「
我
才
不
及
卿
、
乃
覺
三
十
里
。」（
魏
武
…
…
乃
ち
歎
じ
て
曰
わ
く
、「
我
が
才
の
卿
に
及
ば
ざ
る
こ
と
、

け
い

乃
ち
三
十
里
な
る
を
覚
れ
り
。」
と
。）

さ
と

と
歎
じ
た
事
実
に
は
本
来
、「
絶
妙
好
辞
」
の
文
字
を
直
ち
に
分
か
っ
た
楊
脩
は
「
上
賢
」（
上
品
）
の
「
才
」（
「
性
」）
を
有
す
る

者
で
あ
り
、
三
十
里
行
く
間
に
「
思
量
し
」
て
分
か
っ
た
曹
操
は
「
中
庸
」
（
中
品
）
の
「
才
」（
「
性
」）
を
有
す
る
者
で
し
か
な

い
、
と
い
う
重
要
な
思
想
が
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
下
敷
き
に
し
た
「
下
愚
讀
我
詩
」（
一
四
一
）
の
「
妙
」

の
意
味
・
趣
旨
を
忘
れ
た
か
、
ま
た
は
取
り
違
え
た
か
し
た
本
詩
（
二
四
三
）
の
「
妙
」
は
、
六
朝
時
代
の
文
学
的
才
能
や
古
典

的
教
養
の
「
才
」（
「
性
」
の
一
種
）
の
世
界
を
完
全
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

二
つ
に
は
、
本
詩
に
お
い
て
、
三
品
の
等
級
の
人
々
を
「
上
人
」「
中
流
」「
下
士
」
と
言
っ
て
、「
上
知
」「
中
人
」（
ま
た
は
「
中

庸
」
）
「
下
愚
」
と
言
わ
な
い
の
は
、
後
者
の
よ
う
な
誤
解
の
余
地
の
な
い
性
三
品
説
の
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
を
避
け
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
上
知
」
「
中
人
」
「
下
愚
」
が
前
漢
・
後
漢
～
唐
初
の
長
い
期
間
、
主
に
儒
教
に
よ
っ
て
担
わ

れ
て
き
た
問
題
的
な
人
間
観
で
あ
っ
た
こ
と
を
承
知
し
た
上
で
、
そ
の
有
す
る
き
つ
い
差
別
性
を
嫌
っ
て
マ
イ
ル
ド
な
表
現
に
改

め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
【
３
２
】。
け
れ
ど
も
、
通
俗
的
な
勧
戒
の
方
便
で
あ
る
ゆ
え
や
む
を
え
な
い
に
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
人

々
の
「
心
」
を
差
別
し
て
「
上
人
・
中
流
・
下
士
」
と
三
品
に
立
て
る
の
は
、
す
で
に
仏
教
・
禅
宗
の
新
た
な
時
代
を
迎
え
て
い

た
『
寒
山
詩
集
』
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
人
間
に
関
す
る
深
い
洞
察
に
欠
け
た
守
旧
的
な
処
置
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
後
半

の
内
容
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
本
詩
は
仏
教
の
通
俗
的
教
理
に
よ
る
勧
戒
の
詩
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
主
と
し
て
第
三
次
編

纂
の
『
寒
山
詩
集
』
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
詩
（
二
四
三
）
の
思
想
上
・
内
容
面
に
関
説
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
。
上
の
「
下
愚
讀
我
詩
」（
一
四
一
）
で
は
、
寒
山
子

自
ら
の
思
想
と
し
て
人
間
を
「
下
愚
・
中
庸
・
上
賢
」
に
分
け
る
性
三
品
説
の
枠
組
み
を
設
け
つ
つ
、
彼
ら
が
「
我
が
詩
を
読
む
」

読
み
方
の
相
異
に
つ
い
て
、
簡
潔
な
詩
句
の
中
に
も
鮮
や
か
な
表
現
を
与
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
詩
（
二
四
三
）
で
は
、
人
間
を

「
上
人
・
中
流
・
下
士
」
の
三
品
に
分
け
て
は
い
る
が
、
後
半
（
第
九
句
以
下
）
で
は
「
上
人
・
中
流
」
に
つ
い
て
の
思
想
上
・
内

容
面
の
言
及
は
一
切
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
「
下
士
」
に
つ
い
て
の
み
詠
う
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
詩

に
お
い
て
は
、
性
三
品
説
が
実
際
に
担
う
意
味
は
は
な
は
だ
乏
し
く
、
た
だ
衆
生
を
「
鈍
暗
に
し
て
癡
な
」
る
「
下
士
」
と
し
て

ど
ん
あ
ん

ち

貶
め
る
た
め
だ
け
に
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
冒
頭
の
「
上

人
は
心
猛
利
に
し
て
、
一
た
び
聞
け
ば

便

ち

妙

を
知
る
。
中
流
は
心
清

浄

じ
よ
う
じ
ん

も

う

り

す
な
わ

み
よ
う

せ
い
じ
よ
う

に
し
て
、
審
思
し
て

甚

だ
要
な
り
と
云
う
。
」
の
四
句
は
、
な
く
て
も
差
し
支
え
な
い
、
い
や
む
し
ろ
な
い
方
が
論
理
が
通
っ
て

し

ん

し

は
な
は

よ
い
、
と
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
─
─
性
三
品
説
（
批
判
）
の
形
骸
化
、
性
三
品
説
（
批
判
）
の
転
折
で
あ
る
。

本
詩
（
二
四
三
）
の
作
ら
れ
た
晩
唐
の
当
時
、
南
宗
系
頓
悟
禅
の
「
自
性
如
来
、
天
真
具
足
」
の
新
風
は
ぼ
つ
ぼ
つ
中
国
全
土
に
流

布
し
始
め
て
お
り
、
す
で
に
寒
山
子
も
天
台
山
の
寒
巌
に
お
い
て
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
他
方
、
両
漢
～
唐

代
の
長
い
期
間
（
特
に
六
朝
時
代
）、
主
に
儒
教
が
担
い
士
大
夫
階
層
に
と
っ
て
伝
統
と
な
っ
て
い
た
性
三
品
説
―
―
こ
の
新
し
い

平
等
的
自
性
説
と
旧
い
差
別
的
性
三
品
説
と
は
、
本
来
、
相
互
に
矛
盾
関
係
に
立
ち
両
立
し
え
な
い
は
ず
あ
る
が
―
―
に
対
し
て

は
、
寒
山
子
は
本
章
、
第
二
節
「
性
三
品
説
に
対
す
る
不
満
と
批
判
」
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
不
満
・
批
判
を
抱
く
者
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
寒
山
子
は
頭
ご
な
し
に
旧
説
を
否
定
・
拒
否
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
両
者
を
通
俗
的
な
仏
教
・
禅
宗
の
立
場
か
ら
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曖
昧
の
ま
ま
に
同
居
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
す
の
が
ま
さ
に
本
詩
（
二
四
三
）
な
の
で
あ
っ
た
。

第
四
節

結
語

上
に
見
た
「
智
者
君
抛
我
」
（
〇
二
五
）
の
場
合
、
寒
山
子
の
人
間
社
会
に
対
す
る
不
満
・
批
判
は
、
こ
れ
が
寒
山
子
を
し
て
仏

教
・
禅
宗
に
向
か
わ
し
め
た
重
要
な
原
因
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
必
ず
し
も
徹
底
し
た
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
人
間
や
社
会
に
対
し
て
全
面
的
に
否
定
・
拒
否
の
態
度
を
取
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
ど
こ

か
し
ら
是
認
・
許
容
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
も
寒
山
子
の
唐
代
社
会
に
対
す
る
不
満
・
批
判
が

徹
底
し
た
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
性
三
品
説
の
用
語
は
使
用
し
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
「
性
」
の
平
等
性
を
打
ち
出

す
と
か
、
等
々
の
他
の
試
み
が
行
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
試
み
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
一
言
で

言
え
ば
、
性
三
品
説
下
の
唐
代
社
会
の
対
す
る
寒
山
子
の
態
度
は
、
不
満
・
批
判
と
是
認
・
許
容
が
相
い
矛
盾
す
る
ア
ン
ビ
バ
レ
ン

ト
な
心
境
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
寒
山
子
（
三
次
の
編
纂
の
三
人
の
作
者
）
が
い
ず
れ
も
プ
ロ
の
仏
徒
・
禅
者
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
居
士
に
止

ま
っ
た
こ
と
と
深
い
関
係
が
あ
る
現
象
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
章
、
第
一
節
、
第
二
項
「
道
倫
を
慕
う
」
で
検

討
し
た
、
二
二
一
「
時
人
見
寒
山
」
に
、

時
人
見
寒
山
、

時
人
（
同
じ
時
代
の
人
々
は
）
寒
山
（
作
者
寒
山
子
）
を
見
て
、

じ

じ

ん

各
謂
是
風
顚
。

各
々
（
そ
れ
ぞ
れ
）
是
風
顚
な
り
と
（
気
違
い
だ
）
謂
う
（
決
め
つ
け
る
）。

お
の

こ
れ
ふ
う
て
ん

い

貌
不
起
人
目
、

貌
（
顔
つ
き
）
は
人
の
目
を
起
こ
さ
ず
（
他
人
の
注
目
を
引
か
な
い
し
）、

か
お

身
唯
布
裘
纏
。

身
は
唯
だ
布
裘
（
布
製
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
）
を
纏
う
（
身
に
着
け
て
い
る
）
の
み
。

み

た

ふ
き
ゆ
う

ま
と

我
語
他
不
會
、

我
が
（
私
の
）
語
（
話
の
内
容
）
は
他
（
彼
ら
は
）
会
せ
ず
（
理
解
で
き
ず
）、

わ

か
れ

え

他
語
我
不
言
。

他
の
（
彼
ら
の
）
語
（
話
の
内
容
）
は
我
（
私
は
）
言
わ
ず
（
口
に
し
な
い
）。

か
れ

爲
報
往
來
者
、

為
め
に
往
来
す
る
者
に
報
ぜ
ん
（
道
を
行
き
来
す
る
人
々
に
知
ら
せ
た
い
）、

た

ほ
う

可
來
向
寒
山
。

来
た
っ
て
寒
山
（
寒
巌
）
に
向
か
う
可
し
（
向
か
っ
て
来
る
が
よ
い
）
と
。

か
ん
が
ん

べ

と
あ
る
。

本
詩
は
、
寒
山
子
に
と
っ
て
修
道
上
の
友
人
で
あ
る
「
道
倫
」、
つ
ま
り
、
と
も
に
手
を
携
え
て
道
を
探
求
す
る
同
志
を
、
よ
り

積
極
的
に
よ
り
広
範
囲
に
求
め
よ
う
と
し
て
読
者
に
訴
え
る
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
寒
山
子
は
天
台
山
に
お
け
る
プ
ロ
の
僧
侶
た

ち
と
の
相
互
理
解
は
あ
き
ら
め
つ
つ
、
孤
独
の
中
に
一
般
社
会
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く
第
二
項
「
道
倫
を
慕
う
」
で
検
討
し
た
、
二
二
九
「
自
〈
目
〉
見
天
臺
頂
」
に
も
、

自
〈
目
〉
見
天
台
頂
、

自
〈
目
〉
の
あ
た
り
に
天
台
の

頂

き
（
天
台
山
の
頂
上
）
を
見
る
に
、

ま

い
た
だ

孤
高
出
衆
羣
。

孤
高
に
し
て
（
た
だ
独
り
高
く
）
衆
群
を
出
ず
（
群
峰
を
抜
き
ん
出
て
い
る
）。

い

風
搖
松
竹
韻
、

風
揺
る
が
す
と
き
（
風
に
揺
る
が
さ
れ
て
）
松
竹
韻
き
（
松
竹
が
音
を
響
か
せ
）、

ゆ

ひ
び

ひ
び

目
〈
月
〉
覩
海
潮
頻
。

目
〈
月
〉

覩

る
る
と
き
（
明
月
が
上
る
と
）
海
潮
頻
り
な
り
。

あ
ら
わ

し
き

下
望
山
靑
際
、

下
（
下
方
）
に
山
青
の
際
（
青
い
山
の
は
て
）
を
望
ん
で
（
眺
め
な
が
ら
）、

さ
ん
せ
い

は
て

談
玄
有
白
雲
。

玄
（
深
い
真
理
）
を
談
ず
る
に
白
雲
有
り
（
白
雲
を
相
手
と
し
て
語
っ
て
い
る
）。

げ
ん

だ
ん

野
情
便
山
水
、

野
情
（
山
野
に
同
化
し
た
心
に
）
は
山
水
を
便
と
す
る
も
（
都
合
が
よ
い
け
れ
ど
も
）、

や
じ
よ
う

さ
ん
す
い

べ
ん

本
志
慕
道
倫
。

本
志
（
私
の
本
心
）
は
道
倫
（
一
緒
に
修
道
す
る
友
）
を
慕
う
（
恋
う
て
い
る
）。

ほ

ん

し

ど
う
り
ん

し
た
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と
あ
る
。

本
詩
で
は
、
寒
山
子
は
天
台
山
の
「
山
水
」
を
楽
し
む
だ
け
で
は
飽
き
足
り
ず
、「
道
倫
を
慕
う
」
と
い
う
「
本
志
」
を
抱
い
て

い
る
心
中
を
吐
露
し
て
い
る
。
第
八
句
の
「
道
倫
」
に
つ
い
て
、
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
、【
注
釈
】
〔
六
〕
は
、「
指
僧
侶
」
と
解
釈

ど
う
り
ん

す
る
（
五
八
四
ペ
ー
ジ
）
が
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
「
道
倫
」
は
第
七
句
の
「
山
水
」
に
対
し
て
お
り
、
人
で
あ
る
点
が
重

さ
ん
す
い

要
な
の
で
あ
る
。「
道
」
（
仏
教
・
禅
宗
だ
け
に
限
定
さ
れ
な
い
、
「
道
」
）
を
語
り
あ
え
る
友
人
、
と
い
う
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
寒
山
子
は
性
三
品
説
下
の
当
時
（
唐
代
）
の
人
間
社
会
に
対
し
て
、
一
方
で
は
、
不
満
・
批
判
を
抱
き
な
が

ら
も
全
面
的
な
否
定
・
拒
否
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
他
方
で
は
、
是
認
・
許
容
の
心
情
を
も
っ
て
そ
れ
と
の
繋
が
り
期
待
す
る
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
。

「
俗
」
を
批
判
し
な
が
ら
も
「
聖
」
に
没
入
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
か
と
い
っ
て
、「
聖
」
に
異
議
を
立
て
つ
つ
「
俗
」

を
無
視
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。こ
う
し
た
中
途
半
端
で
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
寒
山
子
の
真
の
立
ち
位
置
な
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
好
意
的
に
把
え
る
な
ら
ば
、「
聖
俗
」
を
越
え
た
そ
の
向
こ
う
に
あ
る
真
実
の
世
界
に
近
づ
こ
う
と
し
て
、
こ
う
し
た
相
い

矛
盾
す
る
複
雑
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
点
に
こ
そ
、『
寒
山
詩
』
の
世
界
の
大
き
な
魅
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
。

注【
１
】
ち
な
み
に
、
渡
邊
海
旭
『
寒
山
詩
講
話
』、
講
話
（
二
五
三
～
二
五
四
ペ
ー
ジ
）
も
、
こ
の
中
に
加
え
て
差
し
支
え
な
い
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
渡
邊
は
「
上
士
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
が
、
本
詩
を
『
老
子
』
第
四
十
一
章
に
基
づ
く
と
は
明
言

し
て
い
な
い
。

【
２
】
久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
上
〉
』、
注
（
二
四
三
ペ
ー
ジ
）
は
、

⦿
下
愚
・
中
庸
・
上
賢
─
─
『
老
子
道
徳
経
』
第
四
十
一
章
に
あ
る
上
士
・
中
士
・
下
士
に
類
し
て
い
る
。『
論
語
』
陽
貨
篇

に
は
、「
唯
だ
上
知
と
下
愚
と
は
移
ら
ず
」
と
あ
る
。
中
庸
は
賢
と
愚
の
中
位
に
あ
る
人
、
ま
た
は
尋
常
の
人
を
い
う
。

た

の
よ
う
に
注
解
し
て
い
る
。

【
３
】
現
代
中
国
の
『
寒
山
詩
集
』
研
究
の
代
表
作
で
あ
る
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
【
注
釈
】〔
一
〕
に
お
い

て
は
「
下
愚
」
を
、
【
注
釈
】
〔
三
〕
に
お
い
て
は
「
中
庸
」
を
、
【
注
釈
】
〔
五
〕
に
お
い
て
は
「
上
賢
」
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
・

考
証
す
る
（
三
五
七
～
三
五
八
ペ
ー
ジ
）。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
『
老
子
』
第
四
十
一
章
に
基
づ
く
と
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
そ
の

意
味
で
は
主
に
日
本
の
旧
い
通
説
の
誤
り
を
訂
正
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、【
注
釈
】〔
一
〕
で
は
、「
下
愚
：

極
愚
蠢
之
人
。」
と
し
た
上
で
、『
論
語
』
陽
貨
篇
の
「
子
曰
、『
唯
上
知
與
下
愚
不
移
。
』
」（
子
曰
わ
く
、「
唯
だ
上
知
と
下
愚
と

は
移
ら
ず
。
」
と
。）
を
引
用
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
一
歩
前
進
し
た
解
釈
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
詩
の
人
間
本
性
へ
の
眼
差
し
が
、
前
漢
半
ば
～
唐
代
と
い
う
前
代
の
、
性
三
品
説
と
い
う
不
平
等
（
差
別
的
）
な
人
間
観
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
こ
こ
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

【
４
】
『
老
子
』
第
四
十
一
章
の
本
来
の
文
章
や
意
味
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
『
老
子
』
そ
の
思
想
を

読
み
尽
く
す
』（
講
談
社
、
二
〇
一
七
年
）、
第
１
章
「
『
老
子
』
の
哲
学
」、
一
四
一
～
一
四
二
ペ
ー
ジ
、
及
び
注
（
２
３
）（
２

４
）
を
参
照
。

【
５
】
馬
王
堆
『
老
子
』
第
四
十
八
章
の
甲
本
と
乙
本
と
の
テ
キ
ス
ト
上
の
異
同
、
及
び
第
四
十
八
章
の
内
容
・
意
味
に
つ
い
て

は
、
拙
著
『
老
子
』（
東
方
書
店
、「
馬
王
堆
出
土
文
献
訳
注
叢
書
」、
二
〇
〇
六
年
七
月
）
第
四
十
八
章
（
四
十
～
四
十
三
ペ
ー

ジ
）
を
参
照
。

【
６
】
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
第
四
十
八
章
の
テ
キ
ス
ト
の
実
際
、
及
び
そ
れ
に
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
考
証
に
つ
い
て
は
、
拙
著
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『
郭
店
楚
簡
老
子
の
新
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
八
月
）
第
四
十
八
章
上
段
（
二
四
二
～
二
四
六
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
。

【
７
】
「
下
愚
」
と
「
上
賢
」
が
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
由
来
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』
、
注
（
二
〇
一
ペ

ー
ジ
）、
久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
上
〉
』、
注
（
二
四
三
ペ
ー
ジ
）、
及
び
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
、【
注
釈
】〔
一
〕（
三
五
七
～
三
五
八

ペ
ー
ジ
）
を
参
照
。
た
だ
し
、
彼
ら
は
「
下
愚
」「
上
賢
」
と
い
う
言
葉
の
出
典
を
指
摘
す
る
だ
け
で
、
こ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
性

三
品
説
の
内
容
や
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
た
儒
家
の
思
想
史
を
議
論
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
欠
け
て
い
る
。言
う
ま
で
も
な
く
、

本
詩
（
一
四
一
）
は
、
す
べ
て
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
詠
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
８
】
拙
論
「
中
国
に
お
け
る
性
三
品
説
の
成
立
と
展
開
」（
上
引
）
の
１
「
『
性
』
の
思
想
の
発
生
」
の
「
孔
子
」（
六
十
五
～
六

十
六
ペ
ー
ジ
）
、
及
び
拙
論
「
『
論
語
』
公
冶
長
・
陽
貨
・
雍
也
篇
等
に
現
れ
る
性
説
を
読
む
」
（
『
斯
文
』
第
一
三
三
号
、
斯
文

会
、
二
〇
一
八
年
九
月
、
四
十
二
～
四
十
三
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
。

【
９
】
入
矢
『
寒
山
』、
注
、
一
九
五
ペ
ー
ジ
、
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』、
和
訳
・
注
、
二
〇
一
ペ
ー
ジ
、
及
び
久
須
本
『
寒
山
拾

得
〈
上
〉
』、
和
訳
・
注
、
二
四
三
ペ
ー
ジ
。

【
１
０
】
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
、【
注
釈
】〔
三
〕
は
、「
中
庸
」
の
項
で
、『
後
漢
書
』
楊
終
列
伝
に
「
上
智
與
下
愚
、
謂
之
不
移
。

中
庸
之
流
、
要
在
教
化
。
」（
上
智
と
下
愚
と
は
、
之
を
移
ら
ず
と
謂
う
。
中
庸
の
流
は
、
要
は
教
化
に
在
る
の
み
。）
と
あ
る
の

を
引
用
す
る
（
三
五
八
ペ
ー
ジ
）
な
ど
、
さ
ら
に
一
歩
史
実
に
近
づ
い
て
い
る
。

【
１
１
】
第
三
章
、
第
三
節
、
第
三
項
「
科
挙
の
失
敗
と
貧
困
を
詠
う
」
の
【
１
４
８
】
を
参
照
。

【
１
２
】
入
矢
『
寒
山
』、
注
と
和
訳
、
七
十
五
ペ
ー
ジ
、
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』、
和
訳
、
五
十
二
ペ
ー
ジ
、
及
び
久
須
本
『
寒

山
拾
得
〈
上
〉
』、
和
訳
、
八
十
五
ペ
ー
ジ
。

【
１
３
】
入
矢
『
寒
山
』
は
、
前
半
部
分
を
、

世
の
智
者
よ
、
君
た
ち
は
わ
た
し
を
う
ち
捨
て
る
。
世
の
愚
者
よ
、
わ
た
し
は
君
た
ち
を
う
ち
捨
て
る
。
わ
た
し
は
愚
者
で
も

な
け
れ
ば
、
智
者
で
も
な
い
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
属
し
な
い
人
間
だ
。
も
う
こ
れ
か
ら
は
君
た
ち
と
の
関
わ
り
を
、
わ
た
し
は

断
絶
す
る
。

と
和
訳
し
（
七
十
五
ペ
ー
ジ
）、
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』、
和
訳
も
こ
れ
に
追
随
し
（
五
十
二
ペ
ー
ジ
）、
ま
た
久
須
本
『
寒
山

拾
得
〈
上
〉
』、
和
訳
も
こ
れ
に
追
随
し
て
い
る
（
八
十
五
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
ら
の
和
訳
の
最
大
の
問
題
は
、
本
詩
（
〇
二
五
）
が

性
三
品
説
を
背
景
に
し
た
当
代
社
会
の
あ
り
方
に
不
満
・
批
判
を
呈
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
何
ら
の
注
意
も
払
っ
て
と
こ

ろ
に
あ
る
。

【
１
４
】
既
引
の
田
中
利
明
「
白
居
易
―
―
唐
代
思
想
研
究
に
い
か
な
る
素
材
を
提
供
す
る
か
―
―
」（
『
学
大
国
文
』
第
二
十
七
号

所
載
、
大
阪
教
育
大
学
国
語
国
文
研
究
室
、
一
九
八
四
年
三
月
）
を
参
照
（
六
十
三
～
八
十
三
ペ
ー
ジ
）
。
な
お
、
田
中
の
説
は
、

花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
中
村
印
刷
出
版
部
、
一
九
六
〇
年
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

【
１
５
】
本
詩
（
〇
二
五
）
の
頷
聯
第
四
句
の
「
非
愚
亦
非
智
、
從
此
斷
相
聞
。
」
は
、「
我
」
と
「
非
愚
亦
非
智
」（
中
人
）
と
は
、

こ
の
事
情
に
よ
り
往
来
が
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
二
句
を
解
釈
す
る
上
で
参
考
に
な
る
の
は
、

沈
炯
「
獨
酌
謠
」
の
「
不
愚
復
不
智
、
誰
當
余
見
招
。」
で
あ
る
。
本
詩
の
前
半
に
よ
れ
ば
、
主
体
と
し
て
の
「
我
」
は
、
社
会

を
構
成
す
る
「
智
者
」
と
も
「
愚
者
」
と
も
「
非
愚
亦
非
智
」
と
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
関
係
が
一
切
築
け
な
い
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
「
我
」
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
「
智
者
」「
愚
者
」
「
非
愚
亦
非
智
」
の
ど
れ
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
は
本
詩
中
に
何
の
言
及
も

な
い
。
ど
れ
に
当
た
っ
て
も
恐
ら
く
結
果
は
同
じ
で
あ
っ
て
、
当
代
社
会
は
バ
ラ
バ
ラ
に
分
裂
し
て
し
ま
う
と
い
う
趣
旨
な
の

で
あ
ろ
う
。

【
１
６
】
入
矢
『
寒
山
』
な
ど
が
本
詩
（
〇
二
五
）
に
内
包
さ
れ
る
性
三
品
説
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
、
入
矢
『
寒

山
』
、
注
・
和
訳
、
七
十
五
ペ
ー
ジ
、
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』
、
和
訳
、
五
十
二
ペ
ー
ジ
、
及
び
久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
上
〉
』
、

和
訳
・
注
、
八
十
五
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
、【
注
釈
】〔
二
〕
は
、
筆
者
と
同
じ
よ
う
に
本
詩
の
前

提
と
し
て
、
沈
炯
「
獨
酌
謠
」
と
盧
照
鄰
「
贈
益
府
羣
官
」
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
や
は
り
入
矢
『
寒
山
』
な
ど
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と
同
様
、
本
詩
（
〇
二
五
）
に
内
包
さ
れ
る
性
三
品
説
を
理
解
し
て
い
な
い
（
七
十
四
～
七
十
五
ペ
ー
ジ
）。

【
１
７
】
入
矢
『
寒
山
』
、
注
は
、「
○
住
口
手

口
と
手
の
は
た
ら
き
を
停
止
す
る
。
す
な
わ
ち
歌
い
且
つ
舞
う
こ
と
を
や
め
る
。

住
を
拱
と
す
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
取
ら
な
い
。
」
（
七
十
五
ペ
ー
ジ
）
と
す
る
。
テ
キ
ス
ト
の
問
題
と
し
て
は
、
底
本
の
四

部
叢
刊
本
や
五
山
本
は
「
拱
」
に
作
り
、
宮
内
庁
本
は
「
住
」
に
作
る
。
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』
、
和
訳
（
五
十
二
ペ
ー
ジ
）
、

久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
上
〉
』、
和
訳
・
注
（
八
十
五
ペ
ー
ジ
）
も
入
矢
『
寒
山
』
に
従
っ
て
い
る
。

【
１
８
】
第
二
章
、
第
二
項
「
道
倫
を
慕
う
」（
二
十
七
～
二
十
八
ペ
ー
ジ
）、
及
び
注
【
５
８
】
を
参
照
。

【
１
９
】
入
矢
『
寒
山
』
、
和
訳
、
七
十
五
ペ
ー
ジ
、
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』
、
和
訳
、
五
十
二
ペ
ー
ジ
、
及
び
久
須
本
『
寒
山

拾
得
〈
上
〉
』
、
和
訳
、
八
十
五
ペ
ー
ジ
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
に
先
立
つ
若
生
国
栄
『
寒
山
詩
講
義
』
、
講
義
（
四
十
三
ペ
ー
ジ
）
、

釈
清
潭
『
寒
山
詩
新
釈
』、〔
句
釈
〕（
四
十
ペ
ー
ジ
）、
渡
邊
『
寒
山
詩
講
話
』、
講
話
（
五
十
一
ペ
ー
ジ
）、
延
原
『
平
訳

寒
山

詩
』、
和
訳
（
三
十
三
ペ
ー
ジ
）
な
ど
も
、「

焉

ん
ぞ
能
く
…
…
」
を
反
語
の
句
法
と
誤
解
し
て
い
る
。

い
ず
く

よ

【
２
０
】
入
矢
『
寒
山
』、
注
、
七
十
五
ペ
ー
ジ
。

【
２
１
】
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
古
注
本
の
釈
虎
円
『
首
書
』・
釈
交
易
『
管
解
』・
白
隠
『
闡
提
紀
聞
』・
大
鼎
宗
允
『
索
賾
』
以

来
、
現
代
の
研
究
に
至
る
ま
で
指
摘
し
な
い
も
の
は
な
い
。

【
２
２
】
た
と
え
ば
、
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』、
和
訳
・
注
、
二
一
二
～
二
一
三
ペ
ー
ジ
、
久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
上
〉
』、
和
訳

・
注
、
二
五
三
～
二
五
四
ペ
ー
ジ
、
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
、【
注
釈
】〔
一
〕、
三
七
六
～
三
七
七
ペ
ー
ジ
な
ど
。

【
２
３
】
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
の
「
苞
氏
曰
、『
友
交
當
如
子
夏
、
汎
交
當
如
子
張
。
』
」
に
関
す
る
、
「
唐
以
前
古
注
」
の
徴
引
と

考
証
に
つ
い
て
は
、
鄭
樹
徳
『
論
語
集
釈
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
八
月
）
巻
三
十
八
、
子
張
、
一
三
〇
四
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

【
２
４
】『
論
語
』
子
張
篇
の
該
章
は
「
君
子
尊
賢
而
容
衆
、
嘉
善
而
矜
不
能
。
」（
君
子
は
賢
を
尊
ん
で
衆
を
容
れ
、
善
を
嘉
み
し

い

よ

て
不
能
を
矜
れ
む
。
）
に
作
る
。
『
論
語
』
で
は
、「
賢
」
と
「
善
」
は
、
並
列
す
る
同
じ
価
値
の
、
一
般
的
な
倫
理
的
な
徳
目
で

ふ

の

う

あ
わ

あ
る
が
、
本
詩
（
一
四
九
）
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
寒
山
子
は
『
論
語
』
の
「
君
子
尊
賢
而
容
衆
」
を
削
っ
て
し
ま

っ
て
、
本
詩
に
お
い
て
再
現
・
解
釈
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
２
５
】
唯
一
の
例
外
が
延
原
『
平
訳

寒
山
詩
』、
和
訳
、
一
一
三
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
て
、
延
原
は
「
仁
徒
方
得
所
」
ま
で
の
四
句

を
子
張
の
言
葉
と
し
て
い
る
。

【
２
６
】
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』、
和
訳
、
二
一
二
ペ
ー
ジ
、
及
び
久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
上
〉
』、
和
訳
、
二
五
三
ペ
ー
ジ
。

【
２
７
】
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
、【
注
釈
】〔
二
〕、
三
七
七
ペ
ー
ジ
。

【
２
８
】
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』、
和
訳
、
三
二
四
ペ
ー
ジ
。

【
２
９
】
久
須
本
『
寒
山
拾
得
〈
下
〉
』
、
和
訳
、
一
〇
八
ペ
ー
ジ
。
さ
ら
に
久
須
本
は
、
注
に
お
い
て
も
「
⦿
上
人
─
上
根
の
も

の
」
と
す
る
（
一
〇
九
ペ
ー
ジ
）。

【
３
０
】
項
楚
『
寒
山
詩
注
』
、【
注
釈
】〔
一
〕、
六
二
九
～
六
三
〇
ペ
ー
ジ
。「
中
流
」
と
「
下
士
」
に
つ
い
て
は
、
項
楚
の
解
釈

は
強
い
仏
教
（
禅
宗
）
色
を
出
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
や
は
り
仏
教
（
禅
宗
）
的
な
用
語
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

（
【
注
釈
】〔
二
〕〔
四
〕、
六
三
〇
～
六
三
一
ペ
ー
ジ
）。

【
３
１
】
入
谷
・
松
村
『
寒
山
詩
』
は
、
こ
の
点
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
本
詩
の
第
二
句
を
「
私
の
歌
を
一
た
び
聞
け
ば
そ

の
妙
処
を
す
ぐ
悟
る
」
と
和
訳
し
て
い
る
（
三
二
四
ペ
ー
ジ
）。

【
３
２
】
ち
な
み
に
、
後
に
五
代
末
の
永
明
延
壽
（
九
〇
四
～
九
七
五
）『
宗
鏡
錄
』
巻
二
十
三
は
、「
下
愚
讀
我
詩
」（
一
四
一
）

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
引
用
・
解
釈
し
て
、「
下
愚
」
を
「
下
士
」
に
改
め
、「
上
賢
」
を
「
上
上
人
」「
上
士
」
に
改
め
て
い
る

（
項
楚
『
寒
山
詩
注
』、
三
五
九
ペ
ー
ジ
所
引
）。
し
か
し
、
人
間
の
本
性
を
い
か
に
把
え
る
か
を
真
っ
正
面
か
ら
論
ぜ
ず
、
そ
う

い
う
根
本
問
題
を
抜
き
に
し
て
、
相
い
変
わ
ら
ず
人
間
を
任
意
に
三
分
し
て
お
き
な
が
ら
、
た
だ
性
三
品
説
の
用
語
を
嫌
っ
て
な

し
崩
し
的
に
マ
イ
ル
ド
な
も
の
に
改
め
た
と
し
て
も
、実
際
の
と
こ
ろ
禅
の
思
想
に
何
の
変
革
も
起
こ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。


